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はじめに

共立女子大学・共立女子短期大学

学長　入江 和生

　教育機関としての大学の最も中心的な部分が授業およびそれに付随する論文指導な

どいわゆる正課であることは言うまでもありません。それについての詳細は本学広報

誌『オフィシャル・ガイド』や各学部・学科で発行している広報誌に記載されています。

ここでは、教育を支え、その効果をより高めるために、本学ではどのような独自の取

り組みをしているかを、客観的な「事実」に基づいて説明しています。独自といっても、

他の大学でも類似の取り組みをしているものもありますが、本学においてはどこが特

徴的なのかをわかりやすく書いたつもりです。

　なお、大学運営や入学試験に関わる事項についてはここでは取り上げていません。

　お目通しいただければ幸いです。
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Ⅰ　被服学科

　

（1）伝統をつなぐ
　共立女子大学の所蔵品の中
でも着物関連の作品は大変充
実しています。被服学科では、
世界的に著名な先生の指導の
もとに、それらの作品を実際
に手にふれて体験できる授業
や研究を行っています。2016
年度は、五島美術館（東京都世
田谷区）と授業協定を結び、同美術館所蔵「金屏
風を収める収納袋」の制作に取り組みました。学
生は現場での作品調査や屏風の保護・保存に対す
るプレゼンテーションを経て収納袋の制作を行い
ました。この文化財保護・保存についての実践的
取り組みは学生にとって貴重な機会となりました。

2　個性的・創造的な表現を追求する「卒業制作発表会」

　被服造形に関する知識と技術を
生かして 4 年生では 1 年間をかけ
てウェディングドレス、ワンピー
ス、オリジナルデザインの衣装や
服飾雑貨、小紋や訪問着などの和
服の制作をして卒業制作発表会で発表します。最近では、
ウェアラブルコンピュータを活用した衣装など、個性的・
創造的なテーマの作品が制作されています。ファッション
ショーの演出や運営もすべて学生が担当し、協調作業を通
して主体的に問題を発見し解を見出すアクティブ・ラーニ
ングの場としても重要な役割を果たしています。

　

（2）浴衣スタイリングショー
　 7 月に「神田明神」（千代田区）との地
域連携事業および産学連携事業の成果と
して、およそ20名の学生が自らデザイ
ン・制作した浴衣を着て、「2016浴衣ス
タイリングショー」を開催しました。日
本の伝統文化である着物をファッション
の視点で捉え、デザイン・制作・表現の
各プロセスを学ぶことを目的に、江戸の
文化と伝統を受け継ぐ「神田明神」との
交流をすすめ、社殿見学・博物館見学・
講話受講・作法習得などを行ってきまし
た。「神田明神」のイメージから発想したデザインをもとに、協賛
の帝人フロンティア㈱ならびに豊島㈱に浴衣の反物を提供いただ
き、浴衣を制作いたしました。

3　研究成果を披露する「卒業論文・制作・演習発表会」

　卒業論文・制作・制作発表会
では、被服学に関する様々な専
門分野に関して 1 年を通して携
わった研究成果を口頭でのプレ
ゼンテーションやパネルを用い
たポスターセッションで発表しています。学術的また実
務的な視点からの研究は、多種多様な分析方法を用いて、
それぞれの研究分野の特徴を捉えています。斬新なビジ
ネスプランや新素材研究など、被服学の未来を予感させ
る研究が進められています。

5　綿の栽培と教育への活用の試み

　Tシャツやデニム製品などの素材と
して私たちの身の回りに多用されてい
る綿（めん）ですが、それがアオイ科
の植物であるワタの種子に生えている
綿毛（わたげ）であることはご存知で
しょうか？意外と実物を見たことがな
い人が多いようです。そこで、被服材料研究室では、実際にワ
タを育てて教育・研究に活用することを試みています。写真は
ワタの苗ですが、夏にはハイビスカスに似た花が咲き、秋には
実が割れて真っ白な綿毛が飛び出してくる様子が観察できま
す。実物を見て触って実感する教育に活用しています。

4　化粧品分野の新カリキュラム

　学生からも開講要望の高
かった化粧品分野の新しい
授業「化粧品科学概論」と

「コスメティック・マーケ
ティング論」が2016年度か
らスタートしました。皮膚の構造や化粧品の成分と
いった科学的知識から、化粧品市場の概況、ブラン
ドの宣伝・販売戦略、化粧心理まで、化粧・化粧品
について、正しい知識を身につけ、将来の仕事や自
分自身の生活に活かせる内容であり、学生も興味深
く、熱心に受講しています。

1　和の文化を体験・伝承する授業と取り組み

家政学部 Faculty of Home Economics
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Ⅱ　食物栄養学科

Ⅲ　建築・デザイン学科

1　フレッシュマンキャンプ

　毎年、新入生を対象にオリエンテーションを兼ねたフレッ
シュマンキャンプ（ 1 泊 2 日）を本学の研修センター河口湖寮
で行っています。新入生に対し学科の全教員と助手 4 名、 4 年
次学生のオリター 4 名が、共立での大学生活について細部にわ
たり説明し、フレッシュマンの不安を取り除くとともに、親睦
を深めることを目的としています。新入生同士や教員・助手と
知りあえる貴重な機会となっています。

2　日本料理・西洋料理学外研修

　日本料理、西洋料理の作法を学ぶために学外研修を行っています。日本料理学外研修会
は「つきぢ田村」で、西洋料理研修会は「帝国ホテル」で行っています。日本料理研修会
では、料理の基本をプロの料理人から講義していただき、和食の伝統を学んでいます。西
洋料理研修会では、マナーを中心とした講義をしていただいています。毎年、多くの学生
が参加し、美味しい料理を堪能しています。

4　卒業論文・卒業演習発表会

　 4 年間の集大成として、毎年
1 月末に、卒業論文・卒業演習
発表会を行っています。学生が
主体的に企画・運営することが
特徴です。 1 年間、それぞれの
テーマについて研究、調査を重
ね、学会発表としても十分に通用する発表が多く見受けられま
す。卒業論文・卒業演習は、食物学専攻では必修科目です。管
理栄養士専攻では選択科目ですが、毎年 9 割を超える学生が選
択しています。

3　食物学特別講演会

　学外から講師をお
招きして、特別講演
会を毎年開催してい
ます。食物の話題に
限らず、その道の専
門家の方をお呼びし
ています。この講演
会は、正課外活動の一環として位置づけています。
学生だけでなく、教員にとっても有意義な講演会と
なっています。

1　設計演習合同講評会

　建築コースでは、通常
の授業とは別に、 2 月に
各学年の優秀作品を集
め、現役建築家をゲスト
クリティークに迎え合同
講評会を行っています。
設計演習は基礎から始まって住宅、公共的な施設と順を
追って規模も大きく、内容も複雑になるように設定され
ています。建築・インテリアの設計は経験がない空間を
つくることが多く、また解答がない作業です。そのため
他学年の作品を見ることはこれからの心構えにもなりと
ても有効です。

2　建築とデザインの融合

　建築・デザイン学科は人
の生活に必要な「空間」・「も
の」を創る建築コース（建
築分野、インテリア分野）
とデザインコース（プロダ
クト分野、グラフィック分
野）で構成しています。学科のコンセプトである 2 つのコー
スの融合を具体化するため、 1 つ現実のテーマを設定し、
そのテーマに対してコース・分野を越えたプロジェクト
チームを組織し演習を行っています。現地調査・リサーチ
による多視点での物事の把握、他分野とのブレーンストー
ミングにより実践的な創作活動をチーム毎で行っています。
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5　雪旅籠の灯り（ゆきはたご	の	あかり）

　建築コースでは、山形県西川町 月山・志津温泉でまちおこ
しの一環として開催している行事に学生と教員が参加していま
す。雪で旅籠を作り、昔の志津温泉の街並みを再現するこのイ
ベントは、毎年県内外からたくさんの来場者が訪れます。学生
は地元の方々との交流を深めながら、建築の構造や光環境につ
いて体験しながら学んでいます。

3　建築とインテリアの融合

　建築コースは、「建築分野」
と「インテリア分野」の 2 つ
の分野で構成されているのが
特徴のひとつです。しかし、
建築とインテリアは切っても
切れないものです。そのため、
1 年の基礎と 2 年の前期は建
築からインテリアまでトータルに設計出来るように各分野同
一の課題とし、 2 年の後期から各分野にわかれ専門性に特化
したものとしています。特に 1 年と 2 年の前期は建築を学ぶ
上での基礎でとても重要なフェーズのため、他の課題より多
くの教員を集中して配置して指導を行っています。

4　越後妻有アートトリエンナーレ

　新潟県越後妻有
（えちごつまり）
で 3 年毎に行われ
るアートトリエン
ナーレに建築コー
スの教員・学生が
参加しています。
2009年には、小出にある廃屋の民家を「うつすいえ」
として再生しました。この家を過疎化の進む小出の集
落の活動の場とし、村の人々との交流を図るとともに
地域の活気を作り出すことを目的に、継続してワーク
ショップを行っています。

8　MSC（海洋管理協議会）とのデザイン・コラボレーション

　MSCは減少傾向にある世界の水
産資源の回復を目指し、1997年にイ
ギリスで設立された国際NPOです。
デザインコースとMSC、そして流
通のイオンとのコラボレーション
で、学生はポスターやPOPの制作を
して、展示会やイオンの店舗で毎年発表を行っています。

9　デザインコース	共立祭展示

　デザインコースでは、毎年10月中
旬に神田一橋キャンパスで開催する
共立祭において、作品展示を実施し
ています。 3 年生による各ゼミの課
題作品や 4 年生による演習課題作品
が主な展示の内容となり、生活者の視点を大切にした幅広いデザイ
ンが並びます。学生が日頃一生懸命取り組んだ作品の発表の場を設
け、より多くの学生及び関係者、受験者にみていただく機会を提供
しています。

10　デザインコース卒業制作学内展・学外展

　デザインコース
では、毎年 1 月中
旬 に 本 館 1 階 ロ
ビ ー に て 卒 業 制
作・卒業論文の学
内発表展示をして
います。一人ひとりの学生がこれまで学んだこ
との集大成として、作品や論文に取り組んだ成
果です。デザインは芸術と異なり、社会に役立
つ、人に役立つ事を目的としています。どのよ
うな問題提起がなされ、デザインでどのような
解決が提案されているのか、それぞれの学生の
思いが伝わります。
　また、学生有志の自主活動により、学外会場で
卒業制作・論文展が開催され、より多くの人々に
展示を見ていただくチャンスを作っています。 

6　プロダクトデザイン展

　デザインコースでは、毎年JIDA（公益社団
法人日本インダストリアルデザイナー協会）の
展示室（六本木アクシスビル）を借りて、建築・
デザイン学科におけるプロダクトデザイン作品
の展示を実施しています。 2 年生から 4 年生ま
での演習課題で優秀作品となったものが中心に
なります。プロダクト演習の基礎、演習I．II．III．のほか、青木/福田
ゼミナール、木工演習、金工演習の作品も含みます。学外展示の利点と
して、他のデザイン関係者の目に触れる機会があるほか、共立女子大学
の広報にもなるため、意義ある活動となることを期待しています。

7　毎日広告デザイン賞の応募・学内展示

　毎日広告デザイン賞は長い歴史のあるデ
ザイン賞で、若いデザイナーの登竜門とも
なっています。第79回〜83回とグラフィッ
ク分野の学生が全員参加しています。応募
した作品の学内展示も行っています。
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Ⅳ　児童学科

7　卒論発表会

　 3 年次の課題ゼミと 4
年次の卒業研究の 2 年間
の集大成として、卒業論
文発表会を毎年 1 月に開
催しています。発表会の
運営は 3 年生と 4 年生の
卒業研究発表会担当者を
中心に学生によってなさ
れます。卒業研究のなかから、毎年、 2 人程度が保育者養成
協議会主催の学生研究発表会に参加しています。

2　乳幼児親子グループ「さくらんぼ」

　学科付設「発達相談・支援センター」
の活動の一環である乳幼児親子グループ

「さくらんぼ」は、未就園児の親子のみ
なさんが、児童学科の教員・学生スタッ
フとともにゆったり遊ぶグループです。
1 グループ12組の親子が参加され、現在
は 3 グループが活動中です。学生スタッ
フは大学院生・ 4 年生・ 3 年生で、活動
計画・準備から保育、そして保育後の反
省会まで主体的に参加しています。

6　就職・進路ガイダンス

　毎年、 4 月、 7 月、
12月に、 3 、 4 年生を
対象として、保育者や
小学校教員になるため
の就職・進路ガイダン
スを開催しています。
教員や就職進路課から
の説明のほかに、就職
試験に合格した学生による体験談、また、現職の卒業
生による講話などを実施しています。

5　保育研修会

　毎年 8 月初旬に保育研修会を開催しています。参加者は主に本学卒業生の現職
保育者ですが、卒業生以外の保育者や一般の地域住民も参加することができます。
内容は絵本作家による講演会や保育の現代的課題をテーマとした分科会などで
す。現職者にとっては学び直しのよい機会であり、保育者のネットワーク作りに
も役立っています。

1　発達相談・支援センター

　児童学科では、学科付設の「発
達相談・支援センター」において、
地域に開かれた発達・教育相談、
子どものためのアート活動などを
随時実施して子育て支援を行って
います。それらの活動の記録は、
継続的に実施されている子育て支
援等の研究報告とともに、毎年発
行される「発達相談・支援センター
報告書」に掲載されます。

3　共立大日坂幼稚園

　本学に併設されている共立大日坂
（きょうりつ・だいにちざか）幼稚園
と密接な連携を保っています。児童
学科学生の幼稚園教育実習、学生の
幼稚園行事でのボランティア活動、
児童学科教員と幼稚園教員による園
内研修、児童学科教員による園児の
保護者対象の講演会や教育相談など
を行っています。

　

4　児童学科海外研究旅行

　児童学科で実施する海外研究旅行では諸外国の保育・幼児教育の施設を訪問し、
保育者としての幅広い知識・技術を修得することで、保育者となるための意識を
さらに高めることを目指しています。
　近年では、平成26年度にデンマーク、平成25年度にスウェーデンへ赴きました。

4
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Ⅰ　学ぶ

2　動画を活用した授業

　授業に動画を取り入れることで、さまざまな視点からテーマにア
プローチすることができます。例えば、日本人教員が担当する外国
語の授業では、ネイティブの先生による発音講座の動画を用います。
また、招聘した学外講師の講演を学内でインターネット配信するこ
とで、より多くの学生に聴講の機会が開かれます。入学前の学生を
対象にした授業紹介などにも動画を活用しています。

4　ゼミ展

　1 年次の文芸ゼミのうち、須田クラス（絵画）では
共立祭でゼミ展を開催し、学生による作品の発表に加
え、東日本大震災の震災孤児支援のためのチャリティ
活動を行っています。作品はパステル、水彩、油彩、
鉛筆など多岐にわたり、毎年好評を博しています。学
生にとっては、この展覧会を通じて作品の制作と発表、
展覧会の企画、運営、展示、販売などを経験し、机上
では得られない多くのことを学ぶ、貴重な機会となっ
ています。また同時に、ゼミ展、チャリティ活動の経
験者である上級生や卒業生有志の協力を通じ、学年を
超えた多様な交流の場ともなっています。

1　講座

　「講座」とは、特定の目標やテーマにそって10〜15程度の授業を履修し単位を
取得する文芸学部独自の取り組みです。講座群A（実務）は、情報処理検定講座、
編集技術講座、英語通訳ガイド講座、フランス語通訳ガイド講座の 4 講座が、講
座群B（文化）は、広告文化講座、編集文化講座、シェイクスピア講座、日本人
論講座、ポピュラーカルチャー講座、地中海講座、ジェンダー講座の 7 講座があ
ります。修了すると講座修了証が授与されます。所属コースで専門性を深める学
びとは別に、大学での学びにもうひとつの「自分らしさ」を形にすることができ
ます。

3　十二単着装の見学

　この数年、平安文学の授業の一環として、十二単の着装見
学を行っています。ハクビ京都きもの学院の先生を講師とし
てお招きし、講義をうかがいながら、着装の仕方を見学しま
す。当時の貴族の女性はほとんど外出することなく室内で過
ごしていたわけですが、実際に十二単を目の当たりにすると、
いかに衣服に行動が規制されていたかを想像することができ
ます。百人一首の絵札に描かれる女性の座り姿や、ゐざる動
作、衣ずれの音など、資料集を見るだけではなかなか伝わら
ない部分が見えてきます。着装見学は主に十二単ですが、直
衣や狩衣など男性装束も着付けをしていただいています。ち
なみに、どちらもモデルは学生の立候補で行っています。

5
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3　プレジール・ドゥ・リール（Plaisir	de	lire）

　「プレジール・ドゥ・リール」は読書の喜びという意味で、フランス語フランス文学研究室で実施
している、日本語訳でフランス語圏の文学を読むプログラムのことです。フランス語圏文学はバラエ
ティ豊かで、フランスのパリや地方、また、スイス、アフリカ、カリブ海、カナダのフランス語圏の
文学を読んで、世界中を旅する気分を味わうことができます。ラ・ フォンテーヌ『寓話』、サン＝テ
クジュペリ『人間の土地』（随筆）、ユゴー『レ・ミ ゼラブル』・デュマ『三銃士』（小説）、ランボー

『地獄の季節』（詩）など様々なジャンルがあります。参加者には、資料やマップなどがついたカラフ
ルな読書手帖が配付され、読了した冊数に応じてお祝いの品が贈られます。自分の世界が広がるよう
な、わくわくするような読書体験が待っています。

Ⅲ　究める

1　日本文学研究旅行

　日本に居て日本文学を学ぶ事の利点は、文学の題
材となった土地や、作家をはぐくんだ風土について、
現地で確かめることが出来る点です。 近年、各地
の博物館、美術館が整備され、その土地に根差した
文学芸術作品を収集し、頼もしいガイドとなってい
ます。また、見学施設でなくとも、作家の住んでい
た家やその近所などが風致地区として残っている場
合もあります。こうした日本文学の舞台を巡る旅は
どこの大学でもやっているありふれた行事ですが、
この研究旅行の特徴は、日本文学演習を履修する学
生有志が計画を立てるという点にあります。

2　造形芸術研究旅行

　造形芸術コースでは、卒業論文・卒業制作に向けて、造形芸
術コース所属および美術史をテーマとした卒業論文を予定して
いる 2 ・ 3 年次生を対象に、隔年毎 2 泊 3 日の研究旅行を実施
しています。研究旅行では作品の「実物」を鑑賞し、美術に関す
るさまざまな問題について議論し、物事の本質を追究するよう
指導しています。現代ではメディアを通じて多くの情報が容易
に得られますが、自分の目で確かめ、自分の言葉で考え、表現
する機会をもつことは非常に大切です。そして、先生と学生と
の、あるいは学生同士の貴重な語らいの機会ともなっています。

Ⅱ　読む

2　リーディング・マラソン（Reading	Marathon）

　Reading Marathonは
英語の速読教材を使っ
て、学生の自学自習を支
援するシステムです。教
材はレベル別に分かれて
おり、単語や文章の難易
度そして長さなどを段階
的に引き上げてゆくこと
で、学習者の英語力を無理なく養えるようになっています。
英語英米文学コースでは42冊の英語速読教材を読破すること
を目指し、参加者に専用のファイルを配布します。1 冊読む
ごとにスタンプを押す「スタンプ・ラリー」で、 学習者のモ
チヴェーションを保つ工夫をしています。英文コース学生必
修の授業に組み込み、英語力をアップするための体制を充実
させています。リテラチャー・サークルの形式を取り入れた
読書会は好評です。

1　ブックマラソン

　文芸教養コー
スでは、多くの
本に触れて世界
を広げることを
目的に、特別プ
ログラム「ブッ
クマラソン」 を
実 施 し て い ま
す。このプログ
ラムでは、教員による推薦図書リストと読書ノートを
学生に配布し、学生は読書の記録を書きます。共同研
究室にはブックマラソン用の書棚を設置し、推薦図書
の貸出も行なっています。授業にも積極的に導入され
ており、ブックマラソンのリストから卒業論文のテー
マを選ぶ学生が出てくるなど、学生が本に親しむ良い
きっかけとなっています。
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4　源氏物語研究会

　源氏物語研究会では、月 1 回、源氏物語の読書会を行っています。研究会参加者は、日本語日本
文学コースに所属する学生だけでなく、源氏物語の英語訳を卒業論文のテーマに選んだ英語英文学
コースの学生や、 文芸教養コースから日文の大学院に進んだ院生、家政学部を卒業したのち日本文
学に興味を持った卒業生等、バラエティにとんだ顔ぶれです。今年度はいわゆる玉鬘十帖を読みす
すめており、現在初音巻までたどりつきました。1 回の読書会で 4 〜 5 頁ずつゆっくり読み、語り
合うことで、大勢で読むからこそ深まってゆく「読書」を楽しんでいます。

5　文芸メディア研究集会

　文芸メディアコースでは、メディアに関連のある様々な
ジャンルの方を、主に外部から講師としてお招きしていま
す。コースの学生だけでなく学部内の学生に広く参加を呼
びかけています。 1 時間ほどの講演後、30分ほどの質疑応
答の時間を予定していますが、毎回時間オーバーしてしま
うほどメディアに対する文芸学部学生の関心は高く、また
講師の方たちもそれによく応えてくださいます。今後も、
より革新的に、より創造的にさらなる内容の充実をはかっ
てゆきたいと、コースの教員一同、考えています。

3　フランス語フランス文学コース研究旅行

　フランス語フランス文学コースでは、毎年研究旅行を実施して様々
な場所を訪れ、フランス語やフランス文化を学んでいます。軽井沢寮
でフランス語強化合宿をした年もあれば、世界遺産になった富岡製糸
場（設立時にフランスの協力がありました）や、箱根にある星の王子
様ミュージアムを見学するなど、その内容は多岐にわたります。例年、
研究旅行にはフランス、スイス、そしてアフリカのベナン共和国から
の交換留学生たちも参加しており、フランス語での会話や文化交流が
生まれることも。教員、助手、学生、留学生の間で、そして学生同士
でも学年を超えて、親睦を深める機会になっています。

6　「私が読んだ一冊」ポスター発表

　英米文学研究Bの授業では、自分が読んだ文学作品の魅
力をポスターにまとめ、それを鑑賞しコメントし合う機会
を設けています。一冊の本についてポスター一枚で伝える
には、その作品についての客観的知識だけでなく、自分が
その作品のどこに「良さ」を感じたのか、深く考えること
が必要になります。学生にとっては作品とじっくり向き合
う契機となっているようです。また、他の学生のポスター
を見たことで未読の作品に関心を抱き、次に読む作品が決
まった、という声も多く聞かれます。
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Ⅳ　楽しむ

Ⅴ　称える

1　「フランス語劇」上演

　1970年に仏文学コース 5
期生が神保町の岩波ホール
を借りてモリエール作『町
人貴族』を上演したのが「フ
ランス語劇」の始まりです。
その後歴史をかさね、『千
夜一夜物語』や日本の昔話
のパロディーをフランス語
劇に仕立てた作品は、学外
にも招待されました。また『洋なし太郎の冒険』、『サンドリヨン』は好評
で、その脚本はNHKフランス語講座テキストで紹介されました。現在ではフ
ランス語フランス文学コースの 2 ・ 3 年生を中心に上演チームを編成し、共
立祭で公演を行っています。字幕や音楽、ポスターデザインなどの裏方も学
生が担当しています。昨年・一昨年は、フランス語劇の原点にかえり、モリ
エールの代表作『ドン・ジュアン』を 2 年かけて前編・後編と上演し喝采を
浴びました。脚色、演出、フランス語の発音および演技指導には、長年フラ
ンス語劇に携わってきたジャニック・マーニュ先生があたり、コースをあげ
て舞台の成功に向けて取り組んでいます。

2　合同観劇会

　劇芸術コースでは「合同観劇会」が
あります。半期に一度、年二本、教員
が選定した舞台作品を観劇し、その所
感を観劇レポートにまとめて提出する
というものです。作品は一本が現代劇、
もう一本が歌舞伎や文楽などの古典芸
能から、劇芸術コースの授業内容に資
する作品が選ばれます。観劇前には教
員が作品解説と鑑賞のポイント紹介を
します。高いチケットが買えない、又
は鑑賞作品の選択に困る学生でも話題
作が低価格で見られます。近年の観劇
作品は、世田谷パブリックシアターの

『ドレッサー』と新しい歌舞伎座での
『仮名手本忠臣蔵』でした。コースの
教員・学生全員で同じ作品を鑑賞する
ので、全員で舞台について話し合う良
い機会でもあります。

1　さくら賞

　「さくら賞」は、1967（昭和42）年に、文芸学部における当該年度最優秀卒業論文・
卒業制作を顕彰するために設置され（発足当初の名称は「サクラ賞」）、半世紀近くにわ
たって文芸学部学生たちの卒業論文・卒業制作取り組みのモチベーション・アップに大
きく貢献してきました。例年、受賞者には学部長の手により賞状と記念品が卒業証書と
ともに学位記授与式の際に授与されています。また「さくら賞」を受賞した造形芸術コー
ス学生の卒業制作作品は、全学の入試広報用パンフレットや文芸学部独自の広報活動に
使われることも多く、卒業制作に取り組む造形芸術コース学生たちの大きな励みとなっ
ています。

2　マリアンヌ賞

　マリアンヌとはフランス共和国を象徴する女性、母性や自由などの理念のアレゴリー
です。「民衆を導く自由の女神」（ドラクロワ） の果敢なマリアンヌは素敵だと思いませ
んか。仏文コースでは卒業祝賀パーティで優秀な卒業論文の執筆者を表彰するようにな
りました。卒業生がマリアンヌのように、しなやかにしたたかにそして幸せに生き抜く
ようにと願い、マリアンヌ賞と名付けました。仏文コースはフランス語フランス文学コー
スと名を変えましたが、今も学生はフランス語やフランス文学また音楽、映画やバレエ
などフランス語圏文化に関するテーマの面白い卒論を日本語またはフランス語で書いて
います。

3　文教賞

　文芸学部における年度最優秀卒業論文・卒業制作に授与される「さくら賞」の候補作
推薦は、原則として各コースから 1 つとされているため、各コース内で選考を行ないま
すが、甲乙つけがたいことも多く、選考には各コースとも苦労しています。そこで文芸
教養コースではコース内の「さくら賞」推薦候補作すべてに「文教賞」を授与していま
す。毎年10作ほどの「文教賞」には、賞状と記念品が卒業証書とともに学位記授与式の
際に授与されており、学生の卒業論文執筆の際のモチベーション・アップに寄与してい
ます。
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5　プリマヴェーラ賞

　造形芸術コー
スでは、 4 年次
の卒業論文発表
会 及 び 卒 業 論
文・卒業制作展
を通じてもっと
もすぐれた論文
または作品を選
考し、これにプ
リマヴェーラ賞
を授与しています。それとともにすべての論文・作品の
概要を「プリマヴェーラ（イタリア語で春の意）」と題
する冊子にまとめ、毎年発行しています。そこには各人
の 4 年間の軌跡と成長がうかがわれ、実に興味深く、感
動的ですらあります。

4　すみれ賞

　「すみれ賞」とは、劇芸術コースで特に優秀と認められた卒業論文や卒業制作（戯曲
もしくはシナリオの創作）作品に対して授与される賞です。卒業式後のコース別学位記
授与式の際、表彰状と賞品の贈呈式を行います。「すみれ賞」は、文芸学部全体から選
出される「さくら賞」の候補になりながら惜しくも受賞には 至らなかった論文・作品
に対する教員からの賞賛を形にして残したいという思いから生まれました。受賞作品の
一部は『櫻雲』に掲載されます。小さくても凛としたすみれのように、 教員からのエー
ルが受賞者の心に咲き続け、卒業後の人生を励まし、また後に続く学生たちの道標になっ
てほしいとの思いが込められています。

6　英語英米文学コース卒業論文報告会

　英語英米文学コース 4
年生では全員参加の卒業
論文報告会を行っていま
す。昨年度は一人ひとり
が自分の論文の内容を表
すポスターを作成し、論
文の趣旨を発表しあう、
ポスター・プレゼンテー
ションを行いました。文
学・文化・言語学・英語
教育など、改めてコース
の研究分野の幅広さを実感する機会でもあります。力作揃
いのポスターと小さなグループでの口頭発表で、お互いの
研究への理解が深まりました。報告会は半日がかりの楽し
いイベントです。

7　絵画卒業制作・学外展

　造形芸術コースの卒業制作ゼミ（絵画・須田クラス）では、学内での卒業制作展の後、
銀座の画廊で毎年学外展を開催しています。銀座の画廊での展覧会は実に晴れがましい
ことですが、一方では専門家の厳しい視線に耐える作品であるか、学生にとっては緊張
の展覧会でもあります。「毎年楽しみにしていますよ」といって下さる方もいらっしゃっ
て、学生にとっても教員にとっても励みになります。会場には卒業生たちも来場し、旧
友との再会の場ともなり、学内、学外を問わず多くの出会いが生まれています。

Ⅵ　伝える

2　『K-RITs』

　DTP基礎実習Bという授業では、雑誌
『K-RITs』を制作します。履修者全員が
神保町を広く取材し記事を書き編集にあ
たるのです。企画書を作成し、取材先の
店舗や施設などに連絡をとって協力を仰
ぐ作業から、写真を撮影しインタビュー
記事を書き、取材後DTPソフトでデー
タをまとめるところまで、指導教員と一
丸となって取り組みます。様々な問題を
乗り越えながら「協力」や「社会貢献」
の経験値を積むことをねらいとしたアクティブ・ラーニングは、
学生にとってかけがえのない経験となるばかりか、就職活動を
行う上でも役立っています。なお『K-RITs』はオープンキャ
ンパスで希望者に配布しています。

1　『文藝学部報』

　『 文 藝 学 部 報 』 は
1968年の発刊以来、文
芸学部の教育・研究活
動を内外に伝えてきま
した。企画・編集から
原稿の依頼・受け取り
まであらゆる業務を、
学生と教員の間を媒介する各コース研究室の助手た
ちが担っています。『文藝学部報』は、自由闊達な
文芸学部らしさを伝えるメディアであり、毎号組ま
れる特集記事は、文芸学部らしい興味深い読み物に
もなっています。
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Ⅶ　出会う

5　『私の授業を振り返って』

　『私の授業を振り返って』は、文芸
学部が独自に行ってきた教育改善の
様々な試みの締めくくりとして、教
員が一年間自分の担当した授業を振
り返り、それを共有するものとして
発行されています。その際、自らの
授業を内省するスタイルをとること
こそが文芸学部らしいと考え、エッ
セイ形式を採用しました。そのため教員たちは毎回、執筆
に苦労しますが、なかなか面白い読み物になっているとい
う評判を得ています。文芸学部が独自に行った教育改善の
試みの多くは全学的なFD 活動に吸収されていきました
が、この『私の授業を振り返って』の発行は現在に至るま
で継続し、学内外に配布されています。

6　『文學藝術』

　1968年、当時文芸学部に布設さ
れていた文芸研究所の機関誌とし
て『文學藝術』が創刊されました。
以来、『文學藝術』では毎号特集を
組み、論文だけでなくエッセイ、
研究余滴、回想録など多彩な表現
を許容しており、専門の垣根を越
えて思考し、実践する、文芸学部
の気風を体現したメディアとなっています。現在は執筆
者は全学の教職員に及んでいます。

3　『櫻雲』

　文芸学部の最優秀卒業論文・卒業制作に授
与される「さくら賞」は、論文・制作それぞ
れ 1 作しか受賞対象となりませんが、近年各
コースから上げられる候補作の数が増え、ま
たその水準も高いことに配慮して、「さくら
賞」受賞作とともに候補作から選抜された論
文・制作を掲載する作品集を、『櫻雲』とい
う名称で2010年から発行しています。『櫻雲』
の存在は、文芸学部学生のモチベーション・アップに大きく貢献
するだけでなく、 3 年次学生対象の卒業論文・卒業制作ガイダン
スの際に配布され、卒業論文・卒業制作の大切な資料となってい
ます。

4		「卒業論文・卒業制作概要集」

　造形芸術コースで
は、卒業論文と卒業制
作の概要をまとめた冊
子を毎年発行していま
す。1 人 1 ページずつ、
卒業論文の場合は論文
の要旨と執筆後の所
感、卒業制作の場合は
作品の写真と本人のコメントを掲載しています。
分野は西洋美術史、日本美術史、絵画、彫刻の 4
つですが、内容は中世から現代まで、西洋から日
本まで、人物あり、動物あり、抽象に至るまで、
多彩です。

1　「OGネットワーク」によるキャリア支援

　文芸学部卒業生の
交流組織である「文
芸OG ネ ッ ト ワ ー
ク」では、2011年よ
りOGの立場から「在
学生の就職支援」に
踏み出し、働くこと
への認識を深める
トークイベントを継
続的に行ってきました。文芸学部の学生にとって適切な
就職支援とは何か、先輩としてできることは何かをとも
に考えながら、社会に出る前のウォーミングアップとし
てOG ネットワークの活動を利用していただけるような
サポート体制を整えていきます。

2　桜会展

　「桜会展」は桜会会員による展覧会です。桜会とは主に
絵画ゼミ卒業生の集まりであり、その名称は共立女子大学
の校友会である櫻友会の桜に由来します。そのきっかけは、
2012年に、櫻友会のサポートにより神保町すずらん通りの
檜画廊で開いた展覧会です。始まってからまだ日の浅い取
り組みですが、長い伝統を誇る共立女子大学の絵画教育の
成果を体現するものであり、絵画を志す在学生や文芸学部
を志望する高校生にも良い刺激となっているようです。桜
会が卒業生と在学生の、年齢や肩書き、学年を超えた出会
いと交流の場として発展することが期待されています。
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国際学部 Faculty of International Studies

Ⅰ　新しいカリキュラム－GSE（Global	Studies	in	English）

2　GSEのゼミの学外研修

　On May 14th, Dr. Gretebeck and Mr. Mills went with their Foundation Seminar（kiso zemi）classes on a study trip
（gakugai kenshu）to Asakusa and Hamarikyu Gardens. The two classes involved are part of the new GSE（Global 
Studies in English）program in the Faculty of International Studies.
　It was a good day, giving students and teachers the chance to communicate in English and get to know each other 
better.

Ⅱ　長期留学

1　留学生

　グローバル人材育成の必要が広く認識される中で、近年国際学部では在学
中の長期留学が大きく増え、ここ数年は毎年30〜40名が 1 年ないし半年の海
外留学を果たしています。

2　留学で取得した単位の認定

　国際学部では、長期留学しても4 年間で卒業
できるよう、留学先で取得した単位を積極的に
認定しています。2015年度においては、1 年間
留学した者の89%が20単位以上、44%が30単位
以上の単位認定を受けており、無理なく4 年間
で卒業することができます。休み時間も含めた
厳密な授業時間換算に基づき、単位認定を行っ
ています。

1　GSEの取り組み

　2016年度発足のGSE（Global Studies in English）は、グローバル社会における
ビジネスや日米等の社会について、英語が母語の教員を中心に講義・ゼミを行い、
卒業に要する単位の半分（62単位）を英語で修得するプログラムです。通常の必修
外国語に加えて、インテンシブ・クラスで英語力を鍛えるとともに、専攻プログラ
ムと相まっての確かな専門知識および幅広い国際教養の修得を目ざします。GSEで
の学びの集大成として、少人数のゼミナールにおいて英語で卒業研究を行います。
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63

64
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65

1　フルブルライト招聘講師

　アメリカの現職大学教員であるフルブライト招聘
講師により、英語での特別授業を実施しています。
近年 2 コマ以上が開講されています。
　また、2015年度の米国フルブライト招聘講師で
あったマシュー・フィルナー教授（ミネソタ州メト
ロポリタン大学）を2016年 7 月に招いて、女性初の
アメリカ大統領の座を狙うヒラリー・クリントン（民
主党）および反移民・反イスラム・反自由貿易の過激な発言を繰り返すドナルド・トランプ（共和党）が対決する2016年
大統領選挙について展望する特別セミナーを開催しました。

 

2　ウィニペグ大学

　長期留学の提携校の一つであるカナダ・ウィニペグ州のウィニペグ大学において夏季
休暇中に行われる、ホームステイを含む約25日間の英語研修プログラムです。『クマの
プーさん』（Winnie-the-Pooh）の名称は、このウィニペグ（Winnipeg）に由来します。

Ⅲ　国際学部短期語学研修プログラム

1　州立ワシントン大学

　アメリカ西海岸の州立ワシントン大学において夏季休暇期間を利用して行う、
ホームステイとセットになった約25日間の英語研修プログラムです。州立ワシン
トン大学は、西海岸地域のみならず、全米でもトップクラスの名門として知られ
ます。2005年から毎年実施しており、2015年度には22名が参加しました。

Ⅳ　国際交流

3　ダブリン・シティ大学

　穏やかな気候に恵まれたアイルランドの首都に立地するダブリン・シティ
大学において行う、ホームステイを含む約30日間の英語研修プログラムです。
2012年より開始され、夏季休暇期間および春季休暇期間の年 2 回行われます。

4　ザールラント大学

　ザールラント大学は、ドイツ南西部ザールラン
ト州の州都ザールブリュッケンにある大学です。
フランスと国境を接し、また第二次世界大戦後フ
ランスの統治下で設立された経緯もあり、ドイツ
の数ある大学の中でも国際交流の盛んな大学の 1
つです。国際学部は、同大学における約 3 週間の
ドイツ語研修プログラム（主に夏季）に、平均し
て毎年 1 、 2 名ほどの学生を派遣しています。
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67

68

2　海外研究旅行

　学部授業の一環として毎年海外研究旅行を実施しています。オリエンテーションや事前授業への参加などを経て、夏休
み、春休み等に海外研究旅行に参加し、帰国後にレポートを提出すれば、「海外事情／フィールドワーク」として 2 単位
を取得できます。2014年度は、アメリカ合衆国（2014年 9 月・14名参加）、イギリス（2015年 2 月・12名参加）および東
南アジア（2015年 3 月・19名参加）へ、2015年度は中東欧（2015年 9 月・14名）、イギリス（2016年 2 月・18名）、東南ア
ジア（2016年 2 月・13名）への研究旅行が実施されました。本年度も引き続き 3 回の海外研究旅行を計画しています。

3　学生の国際交流

　日中文化交流協会大学生訪中団一行98名が、中日友好協会の招き
により 6 月13日から19日の日程で訪中しました。本学からは国際学
部三年生の 2 人が参加し、北京、厦門、上海を訪問し、北京師範大
学と厦門大学の学生と交流したほか、万里の長城・北京故宮博物院・
福建土楼など文化遺産の参観を通じて、中国への理解を深めました。

4　教員による研究交流

　国際学部専任教員によるアメリカ・ヨーロッパ・アジア等との多様な研究交流が行われ、その成果がいろいろな形で学
生に及んでいます。2014年度においては、木戸雅子教授が、文化財修復に関する長年にわたるギリシャとの国際協力を評
価され同国の外務大臣から表彰され、サラミナ市の名誉市民の称号が授与され
ました。

西山暁義教授のドイツでの講演
　2013年 6 月にGRAINES（Graduate Interdisciplinary Network for European 
Studies）というヨーロッパ史の研究会のサマースクール（パリ政治学院マン
トンキャンパス）で、基調講演を行いました。

石井久生教授のスペインでの講演
　Ishii, Hisao, Euskal Herriko paisaia, japoniar baten ikuspegitik / El paisaje 
lingüístico del País Vasco desde la mirada de un japonés. Conferencia del Día 
International de Euskera （国際バスク語の日会議招待講演）, デウスト大学（ス
ペイン）, 2011年12月 2 日.
　Ishii, Hisao, Inmigración y cultura en los Estados Unidos de América： 
Comparación del caso vasco con otros inmigrantes. Ishii,Hisao, Ikerketa 
mintegia, Duestuko unibertsitatea, Bilbao （バスク研究所研究セミナーに招待
され、講演をデウスト大学（スペイン）で行いました。）2014年9 月19日．

共立でのドイツの歴史家の講演会
　国際学部の西山暁義教授が、
文部科学省科学研究費補助金
で、ドイツよりゲルト・クルマ
イヒ氏（デュッセルドルフ大学
名誉教授）を招聘し、現在百周
年を迎えている第一次世界大戦

（1914〜1918年）とその研究の
歴史にかんする講演会を行いま
した。
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Ⅴ　教育プラスアルファ

1　さまざまな授業形態

「比較文化論」
　この授業では、ポヌ・ジョジアヌ・ゾマホンさんをゲスト・スピーカーとしてお招き
しました。ポヌさんは、ベナン共和国と共立女子大学との留学プログラムの第一回生と
して来日され、その後研鑽を積んで、現在は東京大学工学部の助教として環境問題の研
究に取り組み、また在日本ベナン共和国大使夫人としてもご活躍です。
　授業では、アフリカ全般の状況、ベナン共和国事情の概説に続いて、日本との文化比
較を映像資料を用いて、具体的に論じて下さいました。学生たちは興味津々で、あでや
かな民族衣装に身を包んだポヌさんのお話に熱心に聴き入りました（写真右上）。

「映像文化論」
　現代社会において重要なコミュニケーション手段である表象について理解を深めるた
めの授業として「映像文化論」を開講しています。この授業は、現在映画製作の第一線
で活躍し国際映画祭で受賞している映画監督、撮影監督、美術監督、プロデューサー、
脚本家の先生を講師として招いてオムニバス形式で行っています。「あまちゃん」の美術
監督の磯見裕俊教授（東京藝術大学大学院映像研究科）と映画「俺、俺」で若者に人気の三木聡監督による対談形式の授
業（写真右）も行い、制作者の言葉を直接聞ける大変贅沢な授業で、毎年200人近くの受講者がいます。

「国際文化特論Ⅰ」
　リオ五輪に先立つ2016年度前期に、国際的なスポーツの祭典であるオリンピックを主題とする「国際文化特論Ⅰ」を開
講し、オリンピック（・パラリンピック）をめぐる政治、社会、文化の諸問題について、教員の多様な専門分野を活かし
た輪講形式で授業が行われました。

2　活発なゼミ活動

基礎ゼミ
　1 年生を対象とした基礎ゼミナールでは、教室で学ぶだけでなく、社会で実際に起きている様々なことを幅広く学ぶこ
とにより視野を広めることを目的として、学外研修を実施しています。その一環として、6 月16日の夕方、市ヶ谷にある
国際協力機構（JICA）地球ひろばを、黒澤ゼミと立松ゼミの学生総勢約40名が訪問しました。

学外との合同ゼミ
　国際学部の専門演習（ 3 年対象）は、さまざまな活動が行われています。西山ゼミは、2016年7 月3 日（日）、昭和女子
大学において、同大小野寺ゼミ（人間文化学部歴史文化学科）、立正大学森田ゼミ（文学部史学科）と合同でゼミを開催
しました。
　合同ゼミでは、毎年テーマを決め、その前提となる知識を共有するために、報告を行い、そのうえで、「お題」を設けて、
ディベートを行うことにしています。2014年度は東ドイツ・国境警備兵の「罪」、2015年度はヨーロッパ列強の対ナチス・
ドイツ宥和政策をテーマとし、2016年度は、昨年とくに大きな政治問題となった、ヨーロッパにおける難民、移民問題を
扱いました。
　学生たちは、ゼミの同じメンバー（だけ）ではなく、他大学の学生たちの発表に耳を傾けたり、彼ら、彼女たちと交流
するなかで、普段とは異なる新鮮な刺激を受けることができました。
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3　学部講演会

　毎年様々な分野で活躍している方を外部講師としてお迎えし講演会等を企画してい
ます。海外体験豊富な専任教員の人脈を生かして、美術館の館長、グローバル企業の
経営者、国際機関事務局の元幹部、テレビ局のディレクター、料理外交に詳しいジャー
ナリストなどによる、他ではなかなか聞けない講演会を、年2 〜3 回のペースで実施
しています。また、1 年次生を対象に、グローバル企業等で活躍する先輩達を招いて、
学生時代の過ごし方や就職活動等の体験を語ってもらう企画も毎年行っています。

　2016年度前期の講演会では、テレビの黎明
期にテレビ・キャラクター商品のイラストや
版権ビジネスで活躍されたイラストレー
ター・エッセイストの根本圭助氏をお招きし
ました。

1　『国際学部リブレット』

　新入生に配布する学部での学びに関するガイドブック『国際学部リブレット』を毎年作成してい
ます。

2　『はなみずき』

　電子版学部報の『はなみずき』を学園公式ページに掲載しています。

1　マナー講習会

　国際学部では、2016年7 月14日（木）17時より本館1206教室に
おいて、インターンシップを直前に控えた学生を対象に、外部
講師を迎えての「インターンシップ・マナー講座」が開催され
ました。
　学生達は、国内線・国際線の元キャビン・アテンダントの講
師によるユーモアを交えた豊富な経験談に聞き入り、また流れ
るような美しい所作には目が釘付けとなっていたようです。

 

2　マイナビの講演会

　国際学部では、2015年10月15日（木）に株式会社マイナビ キャ
リアサポーターをお招きし、「総括総点検講座〜17卒就活戦線
のゆくえ」と題して、今年度の就職活動の状況や企業の採用動
向を解説いただきました。レクチャーは、国際学部生に人気の
メガバンク、航空会社、旅行・観光、ブライダルなどを中心に、
業界ごとに異なる就職活動の詳しいスケジュール紹介や、来年
度にかけての心構えや準備すべきことなど、一時間半の短い間
に盛りだくさんの充実した内容でした。

 

Ⅵ　就職活動支援

Ⅶ　刊行物
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看護学部 Faculty of Nursing

Ⅰ　カリキュラムの特徴

Ⅱ　看護学部7領域の取り組み

Ⅱ︲１　基礎看護学

1　カリキュラムの全体像

　看護師に必要な幅広く深い教養と豊かな
人間性を涵養するための『教養教育科目』
と、看護学の全般を学ぶ『専門教育科目』
として「専門基礎科目」「専門基幹科目」「専
門展開科目」「看護研究」から成っています。
　「専門基礎科目」は看護学を学修するう
えで基礎・基盤となる医学、社会学、心理
学、統計学等の科目を含んでいます。「専
門基幹科目」は専門職業人として必要とさ
れる看護学分野の概論、技術論、援助論、
演習、実習で構成されています。「専門展
開科目」は看護師としての実践力をさらに
発展させる科目であり、「看護研究」では
研究法を学ぶとともに、各自の設定したテーマのもとに研究活動を行
い、論文を作成します。

看護学部が主に学んでいる ₃
号館には、和田三造作の「聖
女奏楽の像」のモザイクが取
り付けられています。

3　客観的臨床能力試験（OSCE）の実施

　 3 年後期から本格的に始まる領域別実習の前に、「総合技術演習」を配置しています。この科目では、各種のシミュレー
ターや模擬患者を取り入れた実技テスト（OSCE；客観的臨床能力試験）を行います。
　また、OSCE実施後には「総合技術演習修了式」を行い、学部長から合格者全員に修了証と徽章が手渡されます。以下
の「誓いの言葉」は、看護学部 1 期生が式に際して、領域別実習に臨む自分たちの心構えを宣誓したものです。

〔誓いの言葉〕
一、 支えてくれた家族や先生方への感謝の気持ちを忘れずに、第 1 期生の仲間と培った向上心、

協調性、最後まで諦めない心をこれからの看護に活かすことを誓います。
一、相手の気持ちに寄り添い、いかなる時も平常心で、個別性のある看護を精一杯行います。
一、患者さんとコミュニケーションをとり、信頼関係を築いて援助を行います。
一、看護倫理に基づき、患者さんを尊重し、看護学生として責任ある行動をとります。
一、これからも仲間とともに学び、協力し合い、成長し続けます。
　私たちは、これらのことを忘れずに、後期からの看護学実習に臨むことを誓います。

平成27年 8 月 7 日
共立女子大学看護学部　第 1 期生一同

2　充実した「専門展開科目」

　より専門的な
進路の方向性に
ついて十分に検
討できるよう、
選択制の専門展
開科目を数多く
配置しています。
　「障害者コミュ
ニケーション」

「カウンセリン
グ」「多職種連
携論」「看護管
理学」など 2 年次以降、順次開講され、学生
の興味や関心に即して自由に選択することが
できます。

1　基礎看護学とは

　基礎看護学は、看護学の基本的かつ主要な　概念や看護理論、また
は看護を行うにあたって必要となる基礎看護技術の展開・体系化を図
る学問です。
　看護の対象についての理解（人間（患者）にとっての身体や環境、
健康と疾病の捉え方、　病の意味など）、看護および看護学の歴史、医
療専門職としての看護師の役割や責任、チーム医療の有り方、生命の
尊厳とアドボカシーと　いった医療における倫理的側面を学びます。
　How toで教えるのではなく、自分で考えることを大切にしています。
　将来、看護師になってからも役立つ、一生ものの看護技術を修得し、
看護師としての土台を築きましょう。
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Ⅱ︲2　小児看護学

Ⅱ︲3　母性看護学

2　基礎看護学の授業、演習、実習

　看護基本技術として、衛生
的手洗い、療養環境、観察な
ど、日常生活援助技術では、
食事、排泄、清潔など、医療
支援援助技術の注射法、採血
法などについて学びます。動
画教材も作成しています。さ
らに、授業・演習での学びを
統合して実習を行います。
　担当している実習科目は以
下の通りです。
　基礎看護学実習Ⅰ＝ 1 年次 6 〜 7 月に 1 週間
　基礎看護学実習Ⅱ＝ 2 年次 8 〜 9 月に 2 週間
　看護学総合実習　＝ 4 年次 9 〜10月に 2 週間

動画教材の例（採血法）

3　看護学実習室

　模擬病室として、授業・演習に使用します。
学生 4 名に 1 台のベッドを用意しています。授
業・演習以外にも希望があれば練習に使用する
ことができます。 81

1　小児看護学の特徴

　子どもは、どのような状況にある子どもで
あってもその子独自のセルフケア能力を持って
います。ここでいうセルフケア能力とは、生き
るための生理的能力、自分が自分のために活動
する能力、自分が他者からのケアを受けるため
に活動する能力、他者からのケアを受け入れる
能力のことを指します。このことを前提として、
子どもが状況にあわせて自身のもつ能力を最大
限発揮できるように環境（人的・物的・制度等）を
考え、必要な援助を構築できるように、セルフ
ケア理論を用いて小児看護学を学んでいきます。

1　母性看護学の特徴

　母性看護学は、生涯を通じた女性のライフサイクル全体にわたる健康に関わる看護の領域です。そこでは、性と生殖に
関する意義の理解と、生涯を通した女性の健康の保持・増進、男女の健全なリプロダクティブ・ヘルス機能の発揮、次世
代を育成できる看護能力を養うことを目指しています。担当科目は、母性看護学概論、母性看護学援助論、母性看護学援
助演習、母性看護学実習です。

2　母性看護学演習で学ぶ看護過程

　看護過程の学
習では、一人の
女性が妊娠し、
分娩期・産褥期
を経て新生児を
養育する経過の
中で必要な看護
について、紙上
事例を通して学
びます。妊娠期
は事例のアセス
メントを行ったうえで、保健相談計画を立案し、産褥・
新生児期は、退院までの看護過程を展開します。84

3　母性看護学演習で学ぶ看護技術

　母性看護技術で
は、妊婦・褥婦の
腹部モデルや新生
児モデルを使用し
て、妊婦・褥婦・
新生児の観察や各
時期に必要な看護
技術を習得し、自
己評価・他者評価
による振り返りを
しています。85

17



86

87 88

89

90

91

Ⅱ︲4　成人看護学

Ⅱ︲5　高齢者看護学

1　成人看護学の概要

　成人看護学領域は、患者さんの身体が病気やその治療で急激に悪化したり、回復したりする時期の急性期･回復期ケアと、
病気が慢性的な経過を辿り、死を迎える時期の慢性期・終末期ケアに、大きく分かれます。

1　高齢者への理解を深める「高齢者看護学概論」

　「高齢者看護学概論」は 1 年後期に開講します。その中で、高齢者に対
する理解を深めることを目的に、地域で元気に暮している高齢者の方を市
民講師としてお招きし、自分史を語っていただきます。
　昨年の講師は、1960年代に共立女子高等学校を卒業し、その後、語学や
歴史を学ぶためにカイロの大学に留学し、エジプトやフランスで様々な活
動をされ、数年前に帰国した70歳代の女性です。写真は教員との対話形式
で授業を進めている場面です。
　学生には、「高齢者」を一括りにするのではなく、それぞれの人生を培っ
てきた「個人」であることを忘れずに高齢者を理解することの大切さを知
る機会となっています。

2　実践へとつなぐ「高齢者看護学援助演習」

　高齢者看護学援助演習は、 2 年前期の高齢者看護学援助論を受けて、 2 年
後期に開講します。高齢者とのコミュニケーション演習、高齢者疑似体験な
どを組み込んでいます。そして最終回には、 3 年次から始まる「高齢者看護
学実習」へのエールも込めて、老人看護専門看護師をお招きした特別講義を
開講しています。写真はその講義風景です。当日は、「高齢者を光輝かせる
ために：今、老年看護の実践現場で求められていること、看護職に期待され
ていること」をテーマにお話いただきました。

3　地域で暮らす高齢者の支援から学びを始める「高齢者看護学実習」

　 3 年前期の 6 月には「高齢者看護学実習Ⅰ」を開講します。2016年は都内17箇
所の通所施設に伺い、地域で生活する高齢者と家族、地域包括ケアシステムの実
際を学びました。写真は最終日の実習総括の風景です。
　学生は、様々な疾病を持ちながら地域で生活する高齢者と関わり、援助に参加
しました。また、通所施設の送迎車への同乗、防災訓練への参加、バスツアーへ
の同行など多様な体験から、多職種連携・協働の実際、看護職の役割について学
びました。
　このあと、 3 年後期から始まる高齢者看護学実習Ⅱ・Ⅲへと繋がっていきます。

2　急性期・回復期ケア

　急性期・回復期ケアでは、手術を
受ける患者の看護や病気や交通事故
などで障害を受けた患者のリハビリ
テーション看護について学習しま
す。大腸がんでストーマ（人工肛門）
造設術を受けた患者の擬似体験とし
て、ストーマパウチを実際に装着し
て日常生活をおくる学習をしていま
す。学生は講義で学んだ知識を生か
し、実際の患者が体験する状況を再
現する工夫をし、日常生活の困難さ
を実感することによって患者理解を深め、患者や家族に
対してどのような看護が必要かを学習していきます。

ストーϚύ΢ν

3　慢性期・終末期ケア

　慢性期・終末期ケアでは、
学内の授業を通して、病気で
闘病中の患者さんの気持ちを
体験し、そのケアを患者さん
の立場から考えるために、腎
不全の患者さんの食事を試食
したり、身体の観察や生活指
導を受ける患者さんや家族の役を演じたりしています。ま
た、臨地実習の最終日には、異なる実習施設の学生が一同
に介し、患者さんのQOLについて意見交換し、実習で行っ
たケアが個別的なケアであったのかを考える機会を持って
います。これらの体験を通して、学生たちは患者さんの気
持ちや生活を尊重した看護を学習していきます。
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Ⅱ︲6　精神看護学

Ⅱ︲7　地域・在宅看護学

1　「精神看護学概論」での精神障害の当事者をお招きした特別講義

　看護学部 2 年生前期の「精神看護学概論」の授業では、毎
年、群馬県伊勢崎市から精神障害の当事者の方々をゲストス
ピーカーとしてお招きし、「病気の体験」や、「当事者からみ
た精神医療」についてお話いただいています。2015年 6 月 5
日は、 7 名の当事者の方々に、2016年 6 月24日は、 6 名の当
事者の方々にお越しいただきました。
　当事者の方々が医師から告げられた病名は、統合失調症や
気分障害（うつ病）などですが、当事者の方たちは、ご自分
がなぜ病気になってしまったのか、過去においてどのような
病状であったのかを自己分析し、それに相応しい「自己病名」
をつけて、その自己病名を白板に書くとともに、なぜ「自己
病名」をつけたかについても説明してくださいました。さら
に、現在は、どのように病気を受容し、病気と付き合ってい
るかなど、分かりやすくお話いただきました。
　学生たちは、大変身近に感じることができ、また辛い体験を乗り越えて当事者の方たちが病気を受容し、病気と上手く
付き合っていることを知り、感動していました。また、「病気のせいで…」ではなく「病気のお陰で…」と病気でさえ、
前向きにポジティブに考えていらっしゃることに、驚き、共感していました。
　学生たちは、精神疾患が大変身近であると感じるようになり、「精神障害者に対する偏見」を軽減することができたよ
うです。また、看護師には、「精神科の患者だからと言って特別に扱わないで、普通の人と同じように接してほしい」「精
神科の患者という壁を作らず、話を聞いてほしい、相談にのってほしい」など、当事者の方々に対する看護師としてのケ
アの仕方を学ぶことができました。

2₀1₆年の特別講義

1　時代のニーズに応える地域・在宅看護学教育

　近年保健医療システムは「入院」から「在宅（地域）」中心
へと大きく舵を切り、看護師教育においても、「生活する人々」
を対象とし、「生活の場」で行う看護を学ぶ重要性が高まって
います。本学では、「地域看護」と「在宅看護」を連動させな
がら学修することにより、様々な専門職種、機関のみならず、
生活する人々自身と協働して、生活の場（地域・在宅・産業・
学校）に必要な資源を生み出したり、調整を行いながら、生活
する人々の心身の状態を向上させるだけでなく、よりよく生き
る助けとなるための支援方法について、効果的に学ぶことがで
きます。
　講義では、地域・在宅看護を実践する看護師や連携する他職
種、住民、在宅療養者等を招聘し、実践が具体的にイメージで
きるよう工夫しています。また、千代田区や地元企業、実習施
設等のご協力のもと、充実した学外演習と実習を準備し、地域
で働く看護師として、また地域と連携して働く病院看護師とし
て不可欠な考え方・スキルが取得できるとともに、保健師教育
課程進学に向けた基礎的能力も十分に身につけることができる
教育プログラムを構成しています。

2　産業保健活動の実践現場体験

　学校や産業の場で働く看護職への興味関心が高い
学生を対象とした選択科目の中で、共立女子中学高
等学校と、千代田区や中央区の企業での学外演習を
行っています。この学校・産業保健活動の実践現場
での学修は、養護教諭や産業看護職の活動と学校保
健システムや企業の健康経営について、実践的に理
解を深める目的で行われます。さらにこの体験は、
病院に入院している患者さんの入院前後の生活の理
解につながり、病棟での退院支援にも生かされてい
きます。加えて学生にとっては、病棟経験を経て学
校・産業保健の場で活躍する看護職の先輩方の姿に
自身の将来を重ね、キャリア形成について考える貴
重な経験ともなっているようです。
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Ⅲ　学生生活

1　新入生歓迎交流会の開催

　毎年 4 月のオリエンテー
ション期間に、新 2 年生の
有志がBig Sisterとして新
入生を迎える『新入生歓迎
交流会』を開催しています。
　 1 期生、 2 期生と回を重
ねるごとに参加者が増え、
2016年 4 月に 4 期生を迎え
て開催した歓迎会には座席
を増やすほどの参加者があ
りました。
　お姉さん役の 2 年生から、履修科目・勉強方法・病院実習・サークル・アル
バイトなどについて情報を得たり、連絡先を交換するなど、楽しく有意義な学
生生活が送れるようにという先輩達の想いが伝わる催しです。

3　すずらん祭りへの参加

　2015年から、神田すずらん通り商店街において開催される「本の街　すずらんま
つり」の共立女子大学ブースに、『カラダの中の酸素はどれくらい？測ってみよう
酸素飽和度』と題したコーナーを開設しています。2016年は、看護学部 3 年生のボ
ランティア10名が参加しました。
　最初は緊張していた学生も徐々にリラックスし、ブースを訪れた観光客の方々の
測定を行い、測定値の見方を説明していました。このように地域商店街の活動にも
参加しています。

2　学生・教員懇談会の開催

　新しい看護学部だからこそ、学生
と教員間の率直な意見交換の場を設
け、よりよい学部作りに学生の声を
反映したい、そんな思いから、毎年
9 月末に開催しています。出席者は
各学年のクラス委員をはじめとする
有志、教員側からは学部長、学生委
員会、クラス担任などです。
　「 3 号館にエレベーターを増設し
て欲しい」という応えにくい提案も
ありますが、実現可能な意見から順
次取り入れ、学習環境の整備に生か
しています。

4　「さくら通信」の発行

　東京都千代田区という「地の利」を生かし、学外で開催される医療・看護系の催しを学生に案内し、視野を広げてもら
うという趣旨で、学生に向けて、看護学部学生委員会から配信しています。
　2015年から開始し、現在、 3 号まで発行しています。通信の題名は、「とびだせ！ Kyoritsuナース －学生委員会さくら
通信－」です。

3　最先端の在宅医療機器を用いた医療機器管理演習

　近年保健医療システムは
「入院」から「在宅（地域）」
中心へと大きく舵を切り、
医療的ケアを必要としなが
ら自宅で療養する患者さん
が急増しています。また、
このような在宅療養者を支
える医療機器も日進月歩の
勢いで進歩しています。こ
のため、在宅医療機器メー
カーから最先端の医療機器
の提供を受け、医療機器の
使用・管理方法を学んだり、また在宅療養者の自宅を模
した在宅看護実習室において、学生自身が在宅療養者の
立場で医療機器を使用してみて、療養者や介護を行う家
族の身体的、心理的、社会的状況について考える演習を
行っています。これらの体験を通じて、学生は在宅療養者
とその家族に必要な支援について理解を深めていきます。

4　地域連携を基盤とする地域看護診断演習

　千代田区並びに区内の関
係機関、民生児童委員の
方々との地域連携のもと、
千代田区住民の健康課題と
支援策を検討する地域看護
診断演習を行っています。
演習では、学生自身で対象
地区を歩き、暮らしやすさ
や健康に関わる町の状況を
確認したり、地域包括支援
センターや児童館の職員、
民生委員、児童委員、並び
に住民の方々にインタビューを行ったりします。これらの
学修を通じて、学生は、現代の保健医療福祉制度の中で必
須となる地域看護の最新の知識と技術を習得していくこと
とともに、健康な人々に対する看護の役割について理解を
深め、住民・多職種多機関との連携に必要な態度を身につ
けていくことができます。
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Ⅳ　キャリア支援と国家試験対策

Ⅴ　教育推進のために

1　実習運営合同会議の開催

　本学は附属病院をもっていません。そのため、看護学実習を円滑に進めるには、実習を受け入れてくださる医療機関を
はじめとする多くの施設との密な情報交換が欠かせません。そこで、実習施設と看護学部が連携し、臨地実習における教
育効果や問題について共有・協議することにより、教育体制の充実と実習教育の向上を図ることを目的に、年に一度、「実
習運営合同会議」を開始しています。
　平成27年度は 2 月に開催し、日下学部長による「今どきの学生気質」をテーマとしたミニ講義のあと、各領域に分かれ
て実習の成果、運営上の課題、今後の改善点などについて意見交換を行いました。

2　共立女子大学看護学雑誌の発行と看護学研究会の開催

　教員個々がどのような研究テーマをもっているのか、あるいは各領域がどのような
方法で教育を行っているか、看護学部ではこれらの情報を共有し、教員の教育実践、
あるいは研究活動への示唆を与え合う目的で、雑誌の発行と研究会の開催を行ってい
ます。
　雑誌「共立女子大学看護学雑誌」は年 1 回、毎年 3 月に発行しています。「看護学
研究会」は毎月第 4 水曜日の夕方、おおむね年 6 〜 7 回程度、開催しています。研究
に関するプレゼンテーションのほか、研修会の報告や教育実践に関する情報交換など
を行っています。

1　新3年生対象キャリア支援

　新 3 年生を対象に、 2 年から 3 年に進級する 3
月末の在学生オリエンテーション期間に、進路の
選択肢を広げることを目的に実施しています。
　看護学部教員の中から講師を依頼し、看護学部
卒業後に保健師、助産師、養護教諭などの資格を
取得する方法や、大学院の進学について説明を行
います。
　併せて就職進路課の協力もいただき、履歴書の
書き方など就職活動基礎編のガイダンスも行って
います。

3　看護師国家試験対策

　2013年 4 月に開設した看護学部 1 期生は、2017年 2 月に看護師国家試験を受けます。国家試験に対する支援として、
web上で過去の試験問題を閲覧し、解くことができる「国家試験web」を導入するとともに、学年進行に応じた模擬試験
を実施しています。

2　新4年生対象キャリア支援

　新 4 年生を対象に、 3 年から 4 年に進級する 3 月末の在学生オ
リエンテーション期間に実施しています。テーマは、「就職先の
選び方：先輩との交流と将来への展望」です。実習施設として日
ごろからご支援をいただいている病院から共立女子短期大学看護
学科の卒業生をお招きし、就職活動の実際と勤務先の新人研修プ
ログラムなどについてお話いただく企画です。
　参加した 1 期生からは、「情報を収集する際の視点を知ること
ができた」、「キャリアアップの具体例を知る機会になった」、「先
輩との交流がとても楽しかった」といった意見が聞かれました。
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生活科学科 Department of Science of Living

Ⅰ　正課の教育

Ⅱ　正課のキャリア支援

1　卒業研究・卒業制作

　短大では珍しい「卒業研究・
卒業制作」が設けられています。
2 年間の集大成として、より深
い学習を行うことができます。
テーマを決め、研究・調査ある
いは制作を行い、その成果をプ
レゼンテーションすることは貴
重な経験であり、大きな思い出となります。

3　実践教育

　生活科学科では実
習、実験、演習科目が
数多く設けられていま
す。講義科目で習った
知識を実験や実習を通
して実際に体験した
り、コンピュータを操
作して体得したり、そ
の成果をレポートや作
品に仕上げる実践教育を重視しています。これらの科目では、
教員の他に助手が補助します。助手は、学生にとって身近で頼
りになる存在です。

4　学外学習

　神田神保町とい
う地の利を生かし
て、学外での授業
を積極的に行って
います。食・健康
コースでは日比谷
松本楼でテーブル
マナーの講習を行い、生活デザインコースでは国立
近代美術館や三菱一号館美術館など、近隣の多くの
美術館や博物館の見学会を授業に組み入れています。

5　リテラシー教育

　生活科学科では早くから情報教育
に力を注ぎコンピューターリテラ
シーに加えて現在ではメディアリテ
ラシーに関する多くの科目を設けて
います。また、教養教育科目の「表
現技法Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」の一つを選択必
修とし、改まった場面で話したり、文章を正しく書いて正確に
考えを伝えたりするなどのコミュニケーション能力の向上に努
めています。

1　チャレンジ・ゼミナール

　「チャレンジ・ゼミナール」
は、将来に向けてのキャリア
支援を行う科目です。各学生
の目標に応じて、就職チャレ
ンジ、編入学チャレンジ、研
究・制作チャレンジの 3 つの
メニューから一つを選ぶことができます。担当する教員
と打合せながら、講習を受けたり、課題に取り組んだり
します。

2　キャリアを考える

　「キャリアを考える」は、
学生の関心が高い業界で活
躍する社会人を招いてオム
ニバスで行う 1 年次必修科
目です。実際に仕事をして
いる人の経験談を聞くこと
は、貴重な経験であり、就
職や編入などこれからの進路を考える上で非常に役立つ授
業です。

6　短期大学共通講座

　共通講座は生活科学科
と文科がコラボしてでき
た講座です。「人間関係
と心理」「心と体の健康」
など14講座が設けられ、
それぞれに生活科学科と
文科の科目の中から関連する科目が割り当てられて
います。学生は自分の関心がある講座にエントリー
し、所属するコース、科を超えて幅広い学習をする
ことができます。

2　卒業研究・卒業制作要旨集

　卒業研究・卒業制作の内容
をテーマごとに 1 頁にまとめ
たカラー版要旨集を毎年 2 月
に発行しています。卒業研
究・卒業制作を履修した学生
には良い思い出となり、次年
度に履修する 1 年生には良い
目標となります。
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Ⅲ　正課外のキャリア支援

3　キャリアアクティブワーク

　「キャリアクティブワーク」は、
平成29年度から新設する 2 年次の科
目です。生活科学科と文科で組織さ
れ、学生自身が運営スタッフとして
就活・編入の支援プログラムに参加
し、社会人として必要な企画力やコ
ミュニケーション力、実行力などを体験的に養い、実践に役立ててい
きます。準備期間として、 1 年次を中心としてキャリアサポートワー
クショップ（通称キャリサポ）をスタートしました。

5　編入体験報告会

　大学へ編入したOGや編入後就職したOGを招いて、編入体験を話し
てもらう機会を毎年設けています。編入前に心掛けておくこと、編入
後に気を付けることなど、体験者だからこそ知っている、とっておき
のノウハウが得られます。

6　個人別ポートフォリオ

　入学直後に「個
人作品ファイル」
と 印 字 し たA4サ
イズのクリアファ
イルを全員に配布
します。学生は授
業で作成した演習
作品やレポートをきれいに編集し、取得した
資格の証書なども加えて、自分だけのポート
フォリオを作ります。学習内容を振り返り、
今後に活かすと共に、就活の時には自己ア
ピールに利用できます。

4　秘書実務

　「秘書実務を学ぶⅠ」「同Ⅱ」では社会で働
くために必要な心構え、マナーなどを学びま
す。秘書実務検定試験対策にも役立ちます。

1　社会人としてのマナー講座

　キャリア教育プログラム
の一環として行っている講
座です。このプログラムは、
学生の進路、女性のキャリ
ア形成、生き方について、
プロフェッショナルな外部
講師の講演や実習を通して
実践的に学ぶものです。第
一弾の社会人としてのマナー講座では、就活時のマナーに
ついて実践を交えながら具体的に学ぶことができます。

3　自分育成力講座

　キャリア教育プログラム
の第三弾では、女性の人生
を展望したライフプランの
重要性、雇用される働き方
にとどまらず、フリーや自
営・起業・ボランティア等、
多様なキャリアプランのあ
り方を考えます。さらに、リーダーになるための能力につ
いて学び、自己の可能性を社会で花咲かせることのできる
生き方・働き方について学ぶことができます。

2　SK-Ⅱスキンケア講座

　キャリア教育プログラ
ムの第二弾として、平成
28年度から新たにスター
トした講座です。化粧品
メーカーSK-Ⅱの協力の
もと、社会でいきいきと
働く大人の女性に近付く
第一歩として、スキンケアについて実践を交えながら学
びます。就活や編入などの面接や将来にプラスとなる多
くのヒントを発見することができます。

4　インターンシップ研修

　インターンシップ研修
は、在学中に春休み、夏
休みなどを利用して企業
や団体で実務研修を行
い、学校で習った内容を
より深めるものです。生
活科学科では学生がインターンシップ研修に参加するこ
とを後押ししています。研修先の企業の方、同時に研修
に参加した他校の学生などから多くのことを吸収するこ
とができます。研修後に報告会も行います。
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5　就活トークイベント　在学生編

　毎年10月に 1 年生向けに、就職の内定した 2 年生に就職活動の体験
を話してもらうイベントです。プレゼンテーション後の懇談会では交
流も深まり、就活へのモチベーションを高めることができます。平成
28年度からは、生活科学科と文科の合同イベントとしてバーション
アップしました。

6　就活トークイベント　OG編

　公務員・金融系に焦点をあて、在学生向けに、活躍する卒業生をパ
ネリストに招いて行うイベントです。就活から仕事内容まで率直な疑
問や不安解消に繋がる経験談を聞くことができます。パネルディス
カッションの前に行う外部講師の公務員試験概要解説も、理解度アッ
プに役だちます。

Ⅳ　優秀学生の表彰

1　授業内作品・発表・レポート

　生活科学科では、
日々の授業で成果を
上げた学生を高く評
価し、表彰するシス
テムを設けていま
す。これは生活科学
創設60周年を記念し
て開始したもので、
表彰状のロゴは学
生・卒業生から公募した優秀作品をモチーフにデザインしま
した。

3　卒業研究・卒業制作発表

　「卒業研究・制作発表会」（Ⅰ
- 1 参照）ではさまざまな研究・
制作の成果を展示、プレゼン
テーションを行います。発表会
場において教員・学生による投
票を行い、優秀な研究や作品を

「卒業研究・制作優秀賞」とし
て表彰します。発表会後、表彰
式を兼ねた交流会を開催し、食
事を楽しみながら 2 年間を振
り返ります。

2　卒研要旨集表紙・ポスターの原画デザイン

　卒研要旨集表紙の原画デザインを在学生からコンペ形式で募集
しています。最優秀賞の作品はカラー版卒研要旨集の表紙とポス
ター用の原画として採用されます。日頃のデザインの腕前を発揮
する良いチャンスとなっています。発表会終了後の交流会で、多
くの学生参加のもと受賞者の表彰を行っています。
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Ⅴ　資格

1　フードスペシャリスト

　フードスペシャリスト、専門フー
ドスペシャリストは、消費者と流
通・販売業者の間に立って食に関す
るアドバイスを行ったり、食空間を
コーディネートしたりするなど、豊
かな食生活を実現する専門家です。
食・健康コースでは、所定の科目を
履修すると、 2 年次の12月に行われ
る両者の試験を受験することがで
き、卒業前にこれらの資格を得るこ
とができます。

2　惣菜管理士

　惣菜の質と向上と普
及・啓発を促進し、食生
活の豊かさの増進に資す
ることを目的とした資格
です。食・健康コースの
学生は 2 年次前期から教
員の推薦を受け、協会の
実施する養成研修の受講
資格を取得できます。研
修終了後、惣菜管理士 3 級の試験を受けることが
できます。

3　CAD利用技術者基礎

　生活科学科では早い時期から情報教育に力を入れ、そのため 3 コースともコンピュータを用いた
演習授業が充実しています。生活デザインコースの住居や建築に関する授業では、手描きで図面を
描く他、コンピュータを用いた図面作成（CAD＝Computer Aided Design）の授業もあり、CAD
利用技術者基礎試験を受験するための対応も行っています。

5　マルチメディア検定

　マルチメディア検定はビジネスの現場で必要とされるIT知識を評価する検定で、ビジネスの実
務やIT関連に携わる仕事で役立ちます。メディア社会コースの専門科目ではこの資格取得のサポー
トをします。

4　プロダクトデザイン検定

　デザイナーとしての専門性の確立と、社会的信頼性
の向上、プロダクトデザインの普及・啓発を目的とし
た資格です。商品開発に関わる全ての人に向けた関連
知識の評価基準となるものです。生活デザインコース
のプロダクトデザイン系科目では、2014年度よりこの
資格取得のサポートをしており、例年、90%程度の高
い合格率を誇っています。
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文科 Department of Language & Literature

Ⅰ　正課でのキャリア支援

Ⅱ　正課外でのキャリア支援

1　キャリアデザイン演習

　文科では正課の中でも、学生自身の将来設計を支援する教育を行っています。
それが、 1 年の後期に就職や編入に必要な知識、情報、スキルを学ぶ「キャリア
デザイン演習」（必修）です。将来設計についての講義、編入試験対策、SPI対策、
コミュニケーションや発信力を高めるためのグループワーキング等を行っていま
す。

2　秘書実務を学ぶ

　「秘書検定試験」
対策に対応した授業
ですが、それだけで
はなく、社会に出て
働くために必要な心
構えや知識なども学
びます。

3　観光英語を学ぶ

　「観光英語検定試験」
対策を念頭に置いた授
業で、ホテルやツーリ
スト業界への就活に役
立つ実践的な英語の習
得を目指しています。

1　学生スタッフ

　文科では、教員、助手と
学生有志（交流会スタッフ）
が就職進路課と連携しなが
ら、就活支援のための正課
外の様々な活動を行ってい
ます。特に、学生がスタッ
フとして関わることで、学

生自身の就活にもつながり、また、学生の視点からのき
め細かな就職支援が可能になります。

2　OGトークイベント

　OGと学生による交流会
です（これを「レッツ交流
会」と呼んでいます）。就
活の仕方や就職後のことな
どをOGに語ってもらいま
す。気になる就活の様々な
取組や社会人としての心構

えや苦労あるいは楽しさなどを直に聞くことが出来ます。
キャリアを考える上でとても役立つ交流会です。

3　「内定者トークイベント」

　すでに内定をもらった
2 年生と 1 年生との交流
会です。就活の準備や、
実際の就活のこと、就活
の心得など様々なことを
うかがいます。すぐ上の

先輩の体験談が聞けるのでこれからの就活にとても参考
になります。

4　「進路Tea	Party」

　 2 年次の後期に、まだ内
定を得ていない学生が集ま
り、助手や教員、就職進路
課の人たちと茶話会の雰囲
気でこれからの就活につい
て語らう会です。なかなか

内定が決まらないと落ち込みます。そんなときにとても元
気づけられる集まりです。

5　「編入トークイベント」

　編入の決まった 2 年生と編入を目指す 1 年生の交流会です。編入対策や心構
えなどを 2 年生に語ってもらいます。先輩から具体的なアドバイスがもらえる
ので、編入希望の学生にとってはとても有意義な交流会です。
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Ⅲ　リテラシー教育

Ⅳ　特徴的な施設と活動

1　リテラシーポイント

　文科はリテラシー教育に力
を入れています。リテラシー
は言語運用能力のことです
が、特に、語学力そして文章
力をつけることを重視してい
ます。それらの力をつけるた
めに、正課外活動で、リテラ
シーの力を身につけようとが
んばった学生にはリテラシー
ポイントを与え、ポイントを
たくさん集めた学生を表彰し
ています。また、編入学特別推薦の時にリテラシーポイントを一定の点数以上持っ
ていることが推薦の条件になります。

2　千字エッセイコンテスト

　文科では毎年 2 回千字程度の
エッセイを募集し、優れた作品を
表彰し、またその作品を冊子に掲
載し様々な方に配布しています。
応募した学生、入賞した学生には
リテラシーポイントが与えられま
す。その都度テーマを設定します
が、自由テーマでも応募できます。
基本はエッセイですので、社会の
出来事に対する思い、感動したこ
とや落ち込んだことなど、学生の
様々な声が伝わってきて、なかな
か読ませます。

3　英語スピーチコンテスト

　文科では、英語のスピーチコンテストを行い、優れ
たスピーチを行った学生を表彰しています。また、文
科の英語スピーチコンテストの参加者と優秀者にはリ
テラシーポイントが与えられます。このスピーチに参
加し発表するプロセスが英語の勉強にもなります。英
語コース以外のコースからの参加者も増え、年々盛り
上がってきています。

4　読書レポート

　読書室にある本を対
象に、800字程度の読
書レポートを書いて提
出した学生にはリテラ
シーポイントを与えて
います。中にはこの読
書レポートを 5 本も 6
本も書く学生もいます。

1　文科読書室

　文科には読書
室があります。
ここには、学生
が読みたい本や
教員が学生に読
ませたい本など
が揃えられ、文
科の学生が気軽
に借りられるようにしている小さな図書室といえま
す。学生を中心にした読書室委員が運営管理し、本
の選定も学生が行います。図書館と違って、学生が
主体となって選書をするので、読みたい本がたくさ
ん揃っています。貸し出しの手続きも簡単なので、
自分の本棚のようです。

2　読書室委員

　文科読書室の管
理運営や、読書室
の活動を行う、教
員、助手、学生か
ら な る 委 員 会 で
す。中心は学生で、
委員代表は学生が
つとめます。主な
活動は、文科読書
室の管理・運営、
購入図書の選定、様々な読書室活動への参加です。 1 ・ 2 年生
あわせて20数名の委員がおります。その他読書室活動はいろい
ろあり、例えば文学の史跡巡りなど自分たちで企画して行う楽
しみもあります。

3　読書室活動

　読書室委員は様々な活動を行っていますが、その一つは、学園祭に参加し、読書室の
本の展示や、古本市を開き売り上げ金をユニセフに寄付するバザーなどがあります。こ
の古本市は委員全員が参加する大きなイベントで、朗読やテーマ別の展示など古本市以
外の企画も行っています。また、年に何回か「ブックパーティ」を開催しています。参
加者は文科以外からも募り、賑やかで楽しい会です。
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4　「ブックパーティ」

　文科読書室委員が中心に
なって行う読書イベントで
す。過去には「私のオススメ
本」「本に関わるテーマにつ
いてのフリートーキング」「朗
読による本の紹介」等を行い
ました。参加者は文科の学生
だけではなく大学の学生にも
呼びかけています。学生課と共催することもあります。ケーキやお
茶が出る茶話会風の知的でなごやかな集いです。

5　自習室

　パソコン数
台と6, 7人が
座れる小さな
部屋ですが、
学生がレポー
トを作成した
り、パソコン
で資料を検索をしたりする文科の学生のための
学習室です。休み時間や授業の合間に、調べ物
やレポートの作成によく利用されています。

Ⅴ　学生支援

Ⅵ　学生と教員の交流

3　何でも学習相談コーナー

　助手が窓口にな
り、学習相談を受け
付 け て い ま す。 レ
ポートの書き方、授
業の内容がわからな
い、英語の基礎文法
がわからない、卒論
の書き方などなど、
教員や助手がどんな
ことでも相談に乗り
ます。

1　学習カルテ

　学生一人一人についての学習状況や学生生活についての情報を、面談などを通して把握し、学習カルテ
に記載しています。このカルテによってよりきめ細かな学習指導や学生生活の相談に乗ることが出来ます。
紙媒体のカルテですが、これを作成することが学生とのコミュニケーションの機会にもなっており、入学
から卒業まで、担任教員が学生への親身な指導をするうえでこのカルテが大変役にたっています。

2　クリスマス会・クラス会

　12月には、各コースそ
れぞれ、学生と教員が一
緒になってクリスマス会
またはクラス会を開き、みんなでケーキを食べたりプレゼント交換をし
たりします。このようなイベントを通して学生同士、あるいは教員と学生
の交流を深めています。文科は学生と教員との距離がとても近いのが自
慢ですが、このような催しが教員と学生との親密な関係を作っています。

2　『文科GUIDANCE』

　文科では、教員のオフィ
スアワーや時間割、学習や
就職についてのQ&A、文
科の学生が利用できる施設
の紹介等を記した『文科ガ
イダンス』と名づけたリー
フレットを作成し、毎年新
学期に全学生に配布してい
ます。特にオフィスアワーには、気軽に教員の
研究室に訪れることができるように、教員によ
るメッセージが書かれています。

1　地方出身者懇談会

　文科では地方出身者の一年生との懇談会を入学後すぐに開きます。初めての
東京での学生生活の不安などを話し合って、地方出身者同士の交流を深め、友
達作りの機会になることを願っての会です。先輩の 2 年生も参加し、毎回楽し
い会になっています。
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Ⅰ　教育システム

1　小さな総合大学

　本学には専門課程として自然科学系、社会科学系、
人文科学系が揃っており、そこには医療系、芸術系、
メディア系、教育系、建築デザイン系なども含まれて
います。小さいながらも総合大学ということができま
す。総合大学は大規模になりがちですが、大規模にな
ると大学全体を見渡すことが困難になり、かえって部
門ごとのまとまりが強くなる傾向があるようです。し
かし本学程度の規模であれば全体が緊密な関係に保た
れるので、見通しもよく、各専門課程の特質がいろいろなかたちで全体に浸み通って、
総合大学としてのメリットが生かされることになります。

3　KALECO

　KALECO──Kyoritsu Active Learning Experience for 
Collaborative Communication──とは、共立女子大学・短期大
学の持つ多彩な専門分野をクリエイティブな実践において結集
し、その成果を学外に発表する新たな授業プロジェクトです。
　全学部・全学科・全学年から参加可能、経験も不要。所属・専
門・立場を越えて連携した教職員と、プロのアドバイザーがクリ
エイションの実現を支えます。
　2015年、KALECO初年度の試みは、「共立講堂でメーテルリン
クの『青い鳥』を上演する」。スタッフ・キャスト、すべて学生
がつとめました。
　ひとりひとり、好きなことも考え方も異なるからこそ、一つの
作品を創ることは大変だけど面白い。でも自分たちが楽しくても、
作品が良くなければツマラナイ！
　創作の努力とコミュニケーションを通じて、ひとりひとりが本気で考え、分かち合い、頼れる存在になる。そうして培
われる遊び心や教養、協調性、責任ある個人としての自覚は、必ず人生を豊かにしてくれる──KALECOは、そんな「学
び」を創出する場でありたいと考えています。

2　全学共通教育科目

　本学ではいわゆる教養科
目を一本化し、大学・短大
の別なく、すべての学部・
科の学生が机を並べて授業
を受けるようにしていま
す。これによって学生の交
友関係と視野が広がり、本
学の小さな総合大学として
の特質がいっそう強化され
ています。

5　ネイティブ教員による英語科目

　毎年ほとんどす
べての新入学生が
履修する英語Iは、
ネイティブの教員
が担当することに
なっています。こ
れは英語だけで行
われる授業です。英語の得意・不得意は関係ありま
せん。とにかく、しゃにむに英語だけで行われます。
まずは耳に慣れることが大切です。

6　プレイスメントテスト

　入学式の前後に、新入学生の共通教育科目の英語の授業のクラス分けのため「プレイスメントテスト」が行われます。
能力別のクラス分けは、効果的な授業を行うために必要です。どのクラスに入るかよりも、1 年間努力することの方がは
るかに重要なことです。
　プレイスメントテストと対をなすものとして学年末に実施されるのが「英語アチーブメントテスト」です。これによっ
て、1 年間の努力の成果を量ります。

4　基礎を作る

　すべての新入学生は半期の
基礎ゼミが必修です。これは
25〜30人程度のクラスを専任
教員が担当し、大学で勉強す
る方法や意義について共に考
えようというものです。ここ
を出発点として、卒業時の卒
業論文や卒業研究に至る筋道が、本学での教育の根幹となりま
す。また基礎ゼミナールでは本学の歴史や本学が位置する神田
地域について理解を深めることも企画されています。 

全学共通
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7　FD研修会

　教員による授業改善の試みをFD（Faculty Development）と呼びます。本学に
は教員から成るFD委員会があり、様々な試みを教授会に提案し、実行していますが、
毎年 3 月に行われるFD研修会もその一つです。全教員に呼びかけて、学外から専
門家を招いて示唆を与えてもらったり、またお互いの模擬授業を見て批評しあった
り、ということをしています。これによって授業の方法や技術について考えようと
いうのが主旨ですが、ふだんあまり交流のない他学部の教員同士や教員と職員がこ
の機会に親しくなって情報を交換する、という副産物もあります。こうした垣根を
越えた交流も、教育・研究をするうえで重要なことだと考えています。

13　履修中止制度

　個々の学生が履修して得た授業科目の成績を評点に換算し、科目の成績評点に単位数を掛けた値の合計点を登録科目の
総単位数で割ったものをGPA（Grade Point Average＝評点平均値）と呼びますが、このシステムを本学でも平成24年度
入学生から適用しています。この制度を導入するにあたり、これをより効果的に、そしてより教育的に運用するために、
アカデミックアドバイザー制度を設け、学生の修学上の指導を強化していますが、これに伴い、授業開始 4 週目経過後の
一定期間内に「履修中止期間」を設けました。学生は履修を中止したい授業科目がある場合、アカデミックアドバイザー
に履修相談をし、認められた場合に中止できます。この中止によりGPAが下がることを避けることができます。

11　総合文化研究所

　専任の所員および事務職員によって構成さ
れている本学附設の研究所で、共同研究、個
人研究、研究成果出版などに助成金を出して
いますが、講演会や展示会を随時行って、教
育機関としても機能しています。学生はそれ
らの講演会に参加したり展示の前でひととき
を過ごしたりして、多くのことを学んでいま
す。

9　助手制度

　本学には多くの助手（約80人）がいて、研究室業務の
かたわら、学生の生活指導にあたっています。助手の多
くは本学の卒業生で、本学のことを熟知しています。学
生にとっては、学生の立場で考えてくれる最も身近で最
も頼りになる存在です。

8　臨時講師

　科目の特質を考慮して必要と認められた場合に、学外か
ら主として実務的な分野で活躍しておられる方に来ていた
だいて、臨時講師として授業時間中にお話を伺っています。
特に学外の施設・機関での実習に関わる科目では、その準
備段階で極めて有益なものです。

12　女性学

　学問や教育には「男性向け」とか「女性向け」とかいうことはありえま
せん。本学は女子大学ですが、「女性向け」の教育をしているわけではあ
りません。しかしながら、本学に置かれている科目のなかで、共通教育科
目の「女性と社会」、あるいは専門科目の「ジェンダー論」「女性と文芸」「子
どもとジェンダー」などに、本学ならではの深い意味を読み取らないわけ
にはいきません。
　本学は明治19年（1886年）に職業による女性の自立を促すことを根本理
念として創設されました。その設立趣意書は、当時の女性の社会的立場を
述べたうえで、「その惨（いた）ましさいはん方なし」と断じています。
この趣意書の全体を貫く語調の激しさに胸を衝かれないではいられませ
ん。本学は設立の趣旨を守り、強い意志をもって教育にあたっています。

10　ゼミナール研究旅行

　主として卒業年次の多くのゼミ
ナールで研究旅行を行っています。
すでに進行中の卒業論文について指
導を受け、また友達同士で悩みを打
ち明けあって、そこから新たな希望
と活力を得ています。学生生活のな
かでひときわ鮮やかな思い出を残す
行事です。 
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Ⅱ　ITによる教育支援	

2　グーグル・アップス

　kyonetを 補 完 す る も の と し てGoogle 
Apps for Educationを利用しています。こ
れによって授業資料の展開や課題提出など
を行っています。スマートフォンを含むマ
ルチデバイス対応により、いつでもどこで
も学習することが可能であり、且つ、自宅
での学習を促進することで事前学習・事後
学習時間の確保を実質化しています。また、
新たな教育環境による新しい授業の創造も
効果として期待できます。 

1　kyonet

　学内の教育支援のためのネットワークシステムを、本学ではkyonet（教育ネッ
トワークの略）と呼んでいます。これを通じて、教務課や学生課などが個々の学
生に連絡を取ったり、教員が学生の出席やその他の情報を把握したり、授業の課
題を出したり、学生がワードやエクセルで書いたレポートを先生に送ったりしま
す。大学が組織として一人ひとりの学生を支援していける体制をkyonetにより構
築しています。緊急事態が発生したときの連絡や所在確認にいかに威力を発揮す
るかは先の東日本大震災の際に証明されました。学校にとっても学生にとっても
強い味方です。 

3　共立シラバス

　共立シラバスの特徴は、大学で
の学習は本来与えられるものでは
なく自らが行うものであるとの認
識から、授業計画に毎回の授業ご
との内容や課題のほか、事前学
習・事後学習の指示を載せ、学生
が授業全体の見通しを持って準備ができるようにしていることです。ま
た、このほかにその科目を修了するとなにが身に付くのかを学生の視点
から記載し、授業の到達目標を明確にするとともに履修科目を選ぶ際の
参考となるようにしています。

4　出席管理システム

　各教室のドア近くの壁に設置して
あるカードリーダーに学生証をかざ
すと出席が記録されるシステムで
す。これによって大人数の授業でも
出席をとる労力と時間が省かれるこ
とになりました。学生も自分の出席
が確かに記録されたかを気にしなく
てもすむようになりました。また、
出席が足りない学生に対しては早め
のケアが可能となり、学生の保護者が学生の所在を確認しようとす
るときにも容易に対応できます。もちろん、ただ機械的に出欠をと
るだけでなく、授業担当教員が諸般の事情を考慮して調整する余地
を残してあります。

5　クリッカー

　本学ではアクティブ・ラーニングを推進する
一助として、教員の希望に応じて、学生がリモ
コンを使って授業に参加するための「クリッ
カー」という機材を導入しています。授業中に
教員が選択式の問題を出し、学生がそれぞれの
手元にあるクリッカーの番号を「クリック」し
て回答します。回答結果はその場ですぐに集計
され、グラフなどのかたちで教室のスクリーン
に映し出されます。教員はこのシステムによっ
て学生の理解度を確認しながら授業を進めるこ
とができます。また、クリッカーの使用が、学
生の主体的な授業への参加を促すきっかけと
なっています。

6　学内限定	Google+（グーグル・プラス）

　Google Appsの機能の 1 つである学内限定
SNS「Google+」を使って、学外への情報流
出を確実に防ぎながら、新たな仲間を見つけ
たり、仲間同士で簡単に情報共有したりする
ことができます。コミュニティは誰でも自由
に作成することができ、同じ趣味や目的を
持った学生と教職員が活発に情報交換を行っ
ています。このコミュニティを同好会・サー
クル・イベント等の交流補完ツールとして使
うことで、更に充実した活動が期待できます。

7　インフォメーションPC

　本館、3 号館のロビーと、本館、
2 号館学生ラウンジ、図書館各フ
ロアなどに、インフォメーション
PCが計42台設置されています。
主にkyonet（学内webシステム）
や学術情報検索用として利用され
ていますが、インターネットや
Microsoft Officeなど、自由に利
用することが可能です。また、学生証をICカードリーダーにかざす
ことで、学生自身のポータル画面に自動的にログインできる「クイッ
クkyonet」を使用することもできます。インフォメーションPCから
の印刷については、オンデマンド機能により、情報演習室のプリンタ
から出力することができるようになっています。
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9　情報センター

　情報センターでは、学内の情報システムの管理・運営
をする一方で、個々の学生の情報機器利用に関する質問
を受け、きめ細かい指導を行っています。
　さらに、新入生を対象とする本学情報設備の利用方法
についてのガイダンスの実施、ノートPC（無線LAN対
応）とPC周辺機器の貸し出し、Macintoshの基本的な使
い方の講習会の年間 2 回開催、情報演習室の印刷をどの
プリンタからも出力することを可能とするオンデマンド
プリントシステムの管理などを通じて、高度な情報社会
に適応できる学生を育成するように努めています。

8　e-learning英語塾

　希望した学生に専任教
員が作成したテキストを
kyonet（学内webシステ
ム）で送信する英語の講
座を開設しています。無
料ですが、単位にはなりません。半期で 6 〜 8 回、年に 2
講座です。各講座で、「日本昔ばなし講座」「ジョーク講座」

「クールジャパン講座」などのテーマを設けています。学
生は毎回の小テストの解答を返信し、得点が基準に達する
と講座修了証書が発行されます。

Ⅲ　正課外教育

2　自己開発単位認定

　春・夏の海外研修を含め
て、学生が授業外で行った
勉強や活動などが、審査の
うえ自己開発単位として認
められます。

1　正課外活動評価制度

　大学での学びは授業内だけに尽きるものではありません。サークルへの参加やボラン
ティア活動、各種の学内講演会や委員会への参加など、正課外の活動を通じて学ぶこと
は大学生活をいっそう有意義にするために重要なものです。本学では個々の学生のそれ
らの正課外活動を記録する制度を実施しています。学生の指導のために活用するととも
に、就職活動の際に学生自身が自己PRに役立つようにしています

3　英会話ルーム

　毎週木曜日の17時からの
90分、ネイティブの教員の
もとに学生が集い英会話を
楽しみます。自由参加で、
費用も申し込みも不要で
す。これから留学を考えて
いる人、あるいは留学から帰った人のほか、英会話を就
職に役立てたい人などが多く参加しています。先生がと
ても優しいので、リピーターも多いようです。

4　共立祭運営委員会宿泊研修

　毎年10月に開催される
共立祭に向けて、各公認
団体からの選出委員およ
び有志委員から成る共立
祭運営委員会が立ち上げ
られます。それらの委員
たちが夏季休暇中に研修
センターを利用して、合宿研修を行います。委員同士の意
思の疎通を図り、チームワークスキルの向上を目指します。

6　共立アカデミー

　本学が設けている正課外講座です。教養文化、語学、資
格検定、就職対策、健康、鑑賞会、実技等、学生の将来に
役立つさまざまな講座を開講しています。授業の空き時間
を利用して安価に学ぶことができるため、多くの学生が受
講しています。毎年、講座を拡充し、現在では約220の講
座が開講されています。生涯学習の場として、一般の方々
にも受講していただいています。

5　共立祭企画評価

　共立祭参加団体による各種企画
を教員・職員・学生の代表者約60
名が見て回り評価します。正課外
活動の励みにしてもらうことが目
的で、展示部門とパフォーマンス
部門からそれぞれ優秀団体を選出
し表彰します。

8　リーダーシップ研修会

　学内外から指導者を招
き、公認学生団体（公認サー
クル）の幹部学生に対して、
リーダーシップについて学
ぶ研修会を行っています。
グループワークを中心とし
た内容で、活発な討議を重
要な要素としています。

7　入学前教育

　主としてAO・推薦で本学への入学が決定した人たち
を対象として入学前教育を行っています。これは、はや
ばやと入学が決まってしまった人たちの入学までのモチ
ベーションを維持し、基礎学力の向上を図ることで高校
生活を充実させ、より良い大学生活のスタートが切れる
ようにすることを目的としています。各学部によって方
法は違いますが、原則として、12月に大学から課題を出
し、 3 月に提出されたものを添削して返却しています。
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Ⅳ　学生生活支援

10　講演会

　本学は学生が自由に聞くことの
できる講演会を数多く開催してい
ます。各学部学科が主催するもの、
総合文化研究所が主催するもの、
学生課、就職進路課が主催するも
のなどさまざまですが、いずれも
学生はその所属や学年に関係なく
聞くことができます。本学は木曜日 5 時限に授業を置かず、学
生の正課外活動の便宜を図っていますが、講演会の多くもこの
時間を利用して行われます。 

9　チームワーク研修

　公認学生団体（公認
サークル）を対象に、
チームワークスキルを
学ぶ研修会を行ってい
ます。希望する団体が
複数人で受講し、コ
ミュニケーション、価
値観、コンセンサス、意思決定などについてグルー
プに分かれて討論し、さらにチームワークスキルを
高めるための演習をします。 

2　実務体験奨学金

　勉学意欲があるにも関わらず就学が困難
な学生に対して給付する実務体験を伴う奨
学金です。本学事務局で 1 年間にわたり、
授業に支障のない時間帯で計180時間の補
助的な業務をします。年 4 回の研修会や学
内行事への参加などもあり、学生の社会人
基礎力を育成する「学内インターンシップ
制度」とでもいうべきものです。 

4　学生相談室教員相談員

　学生相談室には専門の心理カウンセラーがいます
が、それとは別に、教員が務める学生相談員がいま
す。学生生活や授業に関することなど、学生が気軽
に相談できるよう窓口を開いています。相談という
より、先生と会話を楽しむぐらいの気持ちで来てく
れればちょうどいいと思います。友達と一緒に来る
ことも歓迎です。

1　奨学金

　日本学生支援機構奨学金やその他
の公共事業団体奨学金などの貸与奨
学金の他に、本学独自のものとして、
本学卒業生や旧教職員からの寄付金
に基づく 7 つの給付奨学金がありま
す。教員から成る学生委員会他の委
員会が奨学生の選考にあたっていま
す。

5　キャンパスハラスメントへの対応

キャンパスハラスメントとは、セク
シャルハラスメントやアカデミックハラ
スメントなど、キャンパス内で起こりう
るあらゆる形態の人権侵害を指します。
本学では人権委員会を設置し、学生の相
談窓口となる教員の窓口委員を設けて、
被害の防止を図るとともに救済の道を拓
く体制を整えています。これらについて
は、リーフレット「ストップ・ザ・ハラ
スメント」を発行して、学生・教職員に
広く周知しています。

3　学内アルバイト

　在学生家族懇談会やオープン
キャンパスなどの学内行事に際し
て、本学学生がキャンパス案内や
学生生活に関する質問への対応な
どの業務を担当します。これに
よって、学生の本学への帰属意識
も高まるようです。

6　デジタルサイネージによる情報発信

　学内の各建物にデジタルサイ
ネージを設置し、常時、掲示板と
して学内イベントなどの告知をす
るほかに、共立祭や音楽祭などの
催し物、海外研修、講演会などを
記録した動画や静止画を映し出し
て、本学の生の姿を学内外の人々
にお見せしています。また、これ
によって、緊急災害発生時にはテ
レビニュース等の情報を収集・発
信できる体制を整えています。 

7　学生生活実態調査

　学生生活の実態を把握し学生生活の充実をはかるため、全学生を対象に 2 年に 1 度、学生生活実態調査を実施していま
す。調査の結果は学生にkyonetを通してフィードバックされます。さらに、調査の結果について教職員から成る学生委員
会を中心として分析と検討を行い、学生生活をより豊かなものにするように努めています。
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Ⅴ　学生関連施設

Ⅵ　障がいのある学生への支援

2　研修センター

　軽井沢と河口湖畔に研修センター
があり、学生がゼミナールやクラブ
活動の合宿をしたり、教職員が休暇
を過ごしたりする時に利用していま
す。いずれも抜群の自然環境の中に
あり、しかも交通至便の地にありま
す。 1 年を通して利用することができます。これらとは別に
東京都杉並区にも研修センターがあり、こちらは 1 日単位の
クラブ活動や公開講座などに使用しています。

4　戸田艇庫

　本学は荒川の戸田オリン
ピックコース沿いに艇庫を
持っている唯一の女子大学で
す。神田一ツ橋キャンパスか
ら 1 時間足らずという好立地
にあり、ボート部員・カヌー
部員は学業と部活動を無理なく両立させています。平成
25年に耐震補強を兼ねて艇庫の全面改装を行い、いっそ
う快適になりました。

1　学生寮

　東京都杉並区に本学の学生
寮「ナチュール杉並」があり
ます。平成17年に完成した全
243室の近代的なマンション
仕様の建物で、留学生を含む
学生たちが生活しています。
管理人による24時間管理態勢をとっています。また、
全室個室でプライバシーのある空間が保てます。寮生
同士の交流も盛んで、毎年、懇親会が行われています。

3　八王子キャンパス

　本拠とする神田一ツ橋キャン
パスのほかに八王子市にキャン
パスがあります。図書館、体育
館、陸上競技場、テニスコート、
ゴルフ練習場、講堂、宿泊棟な
どを備え、正課外での学生の体
育・文化活動のために使用しています。また、公開講座や
スポーツ教室などを主催して一般市民の方々にもご利用い
ただいています。

2　点字サービス

　自動点訳ソフト、点字文書作成ソフト、点字
プリンター、立体コピー機、点字ディスプレイ
などを一室に揃え、視覚障がいのある学生が授
業その他の学生生活を円滑に送れるように配慮
しています。

1　ノートテイカー講習会

　聴覚障がいのある学生のために授業中の音
声情報をノートに取る技術を学ぶ講習会を毎
年実施しています。ノートテイクを必要とす
る学生の有無に係わらず実施し、いつでも対
応ができるよう努めています。 

4　支援チーム

　支援を必要とする学生の入学が決定す
ると、教員と教務課、学生課、管財課、
情報センター等の職員が支援チームを作
り、準備を整え、また入学後は学生生活
が円滑に行えるよう随時会合を開いて検
討し、実際的な支援にあたっています。

3　バリアフリー

　本学は完全バリアフリーになっています。車椅
子の学生が外から校舎に入り、授業を受け、クラ
ブ活動を行うにあたって支障がないよう、構造や
設備の面での配慮を徹底しています。トイレにつ
いては、車椅子専用のものを本館 2 か所に設置し
ています。
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Ⅶ　学生の活動

1　共立祭

　毎年10月なかばの土曜・日曜に行われる本学の学園祭で
す。本館 1 階ロビーに設置される特設ステージでは途切れ
ることなく公演が行われます。その他、グラウンド、多数
の教室を使って、音楽サークルの演奏のほかに、狂言や
ミュージカルの上演、ファッションショー、チアリーダー
や競技ダンスのデモンストレーションなど多彩な発表が行
われます。
　そのなかでも、20年近く続いている本学独自の企画として、ブライダルショーがあ
ります。本学の卒業生で世界のブライダルファッションデザイナー桂由美さんの指導
を頂きながら行うブライダルショーです。桂さんのデザインによるウェディングドレ
スを本学学生が着て、多くの友人たちのうっとりした視線の中を歩きます。 
　展示は、文化系サークルの発表のほかに、デザイン系の演習クラスの発表があり、
見応えがあります。 

7　美術館・博物館キャンパスメンバーズ

　本学は「国立美術館キャンパスメンバーズ」および「東京国立博物館キャンパスメンバーズ」に加入しています。本学
の学生は、学生証を呈示することで、東京国立近代美術館、京都国立近代美術館、国立西洋美術館、国立国際美術館、国
立新美術館の常設展を無料で、企画展を割引料金で、観覧できます。東京国立博物館では総合文化展の無料観覧などの特
典があります。

2　新入生歓迎会

　新入生オリエンテーション
期間中に、学内公認団体の代
表であるサークル連合会主催
で新入生歓迎会を実施してい
ます。サークルの発表等の企
画で、これからの学生生活へ
の期待を盛り上げています。

3　学内レガッタ

　新入生歓迎を兼ねて、毎年 5
月の連休中に、荒川の戸田オリ
ンピックコースで、学内ボート
大会が行われます。学生だけで
なく教職員も参加でき、 4 人 1
組でレースに参加します。競技
用ボートを漕ぐのは初めてとい
う人がほとんどですが、レース前の練習ですぐに慣れ、ボー
ト選手になった気分で楽しんでいます。ボート部員がコッ
クスを務めるなどして大会運営にあたります。

4　共立音楽祭

　11月半ばの 1 週間、昼休み
と夕方に校舎 1 階ロビーを会
場として、共立音楽祭が催さ
れます。この時はロビーが華
やかな音楽サロンとなりま
す。音楽サークルに所属して
いる学生はもちろん、それ以外の日頃楽器に親しんでい
る学生、卒業生、教職員などが、演奏します。司会は放
送研究部の学生が担当します。よく知っている人の意外
な一面を発見する楽しみがあります。 

6　伝統文化企画

　学内サークルには筝曲部や陶芸サークルなど日本の
伝統芸能を対象としたものがいくつかあり、それらの
サークルに、時期を定めて、校舎ロビーでの発表の機
会を提供しています。学校全体が雅やかな雰囲気で満
たされます。
　また、伝統文化企画の一環として、「合同華道展」
も行います。学内サークルとして「池坊」「小原流」「古
流」「草月流」の 4 つの華道部があり、それらのサークルに校舎 1 階ロビーで生花
の「競演」をする機会を提供しています。  

5　学生プロジェクト

　学生の自主的で健全な正課外
活動を促進することを目的に、
学生自身が企画・運営する正課
外活動のプロジェクト型企画で
す。「散歩」「学食応援隊」の各
テーマのほか、自由テーマでの
企画も募集し、学生の柔軟な発
想を存分に発揮する場となって
います。
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Ⅷ　保護者との連携

Ⅸ　図書館・博物館

2　在学生家族懇談会

　本学神田一ツ橋キャンパスをはじめ、東京以
外の地域にも会場を設け、学生のご家族にお集
まりいただいて、学生生活や就職支援のあり方
について説明し、疑問や不安を解消していただ
いています。ご希望によっては個々の学生の就
学状況をお知らせすることもしています。学生
もさまざまなかたちでこれに参加しており、在
学生の声が聞けると好評を得ています。 

1　新入生保護者説明会

　現代の大学教育は学生のご家族の
理解・協力なしには十分な効果をあ
げることができません。そのため、
入学式の後に、引き続き講堂で保護
者説明会を実施しています。学長を
はじめ教務課・学生課・就職進路課
の担当者が、単位履修や学生生活な
どについて、説明します。

1　KWU分類による配架

　図書館の配架方法は、専門書を中心と
する 4 階をNDC分類で、学生に利用を
推奨する資料を中心とする 3 階を本学独
自の分類方法によるKWU分類で配架し
ています。KWU分類は本学のカリキュ
ラムに即した 9 つに分類され、学習との
関連性がわかりやすくなっています。

3　ラーニング・コモンズ

ラーニング・コモンズとは、様々な方法で能動的に学修にできる学修空間です。
留学生との交流の場である「グローバルコモンズ」、ICT機器を利用した学修

に最適な「デジタルコモンズ」、大きな机や模造紙といった発表資料作成が可能
な「クリエイティブコモンズ」、議論の場である「グループ学修室」といった空
間で様々な学修が展開されています。
　また、学生の自学自習を支援する「ラーニング・コンシェルジュ」を配備し、
手厚い学修サポートを行っています。

2　デジタル図書館

　本学図書館で購入・契約している電
子図書、eジャーナル、データベース
の利用に加え、学術情報や所蔵資料の
検索も、自宅から図書館のホームペー
ジにアクセスし、利用、検索が可能と
なっています。さらに、図書購入リク
エストや文献複写システム等の図書館
に関する各種申込やお知らせはWeb
上で行うことができ、教員の研究活動
や学生の卒業論文、レポート執筆に大
いに役立っています。

3　授業見学会

　 6 月の 1 週間を定
めて、授業見学会が
行われます。これは
教員がお互いの授業
を見合って、FD活
動の一助とする、と
いうことと同時に、
学生のご父母や公的
機関・企業の関係者
に授業を公開することによって本学への理解を深めていただ
く、というものです。学生のご父母に見ていただくといって
も、高校までのいわゆる授業参観とは意味合いが違いますか
ら、お子さんの授業を見る必要はなく、それぞれ興味のある
授業を見学し、学生時代に戻って楽しんでいただいています。

4　kyonet保護者アカウント

　本学では個人情報保護の観点から保証人の方への成
績送付は行っておりませんが、kyonet（学内webシス
テム）に設けられている「保護者アカウント」に保護
者の方が（学生本人の承諾を得たうえで）お申込みに
なりますと、ご自宅のパソコンでお子さんの成績、時
間割、出席状況などを見ていただくことができます。 

5　後援会

　在学生の保護者の方々で構成されている、本学の教
育を支援するための組織です。各種の行事に際してい
ろいろなかたちでご助力いただいていますが、本学と
しても、この組織を通じて保護者の方々と緊密なつな
がりを保っています。
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Ⅹ　就職支援

4　学習支援プロジェクト

　予測困難な成熟社会においては、生涯にわたって学
び続ける力、主体的に考える力などを大学での学びの
中で培うことが求められています。そのために、授業
や学修方法を能動的学修（アクティブ・ラーニング）
への転換する必要があります。
　学修支援プロジェクトは、ICTの利活用における支
援を中心として、教材作成支援やkyonetの利用促進、
授業やその他の動画コンテンツの作成・配信などを
行っています。
　また、アクティブラーニングへの転換などの授業改
善の試みが常に行えるように、教員の一次相談窓口と
しての機能も果たしています。専門の職員が常駐して
いて、多様なニーズに対応しています。

5　共立Stand+Up！プロジェクト

　ボランティア活動、
留学生支援、学内イベ
ント運営、地域活動な
ど様々なプロジェクト
活動の支援を行ってい
ます。サークル活動と
の違いは、①一年以内
の有期活動であり、②
成果発表会をもって活動終了とし、③活動の評価を、メン
バー、教職員サポーターとの振り返り、自己評価において行
う点にあります。
　これらの活動をとおし、前に踏み出す力やチームワークと
いった社会人として必要な力が身に付きます。

6　学生図書委員会

　有志の学生たち
が集まり、どんな
本が図書館にあれ
ばよいかを学生目
線で考えたり、図
書館をもっと積極
的にそして快適に利用するにはどうすれば
よいかを考えたりしています。結論は図書
館長に伝えられ、全学的な方針とされます。 

7　共立女子大学博物館

　2016年10月、 2 号館の地下 1 階に共立
女子大学博物館が誕生しました。小規模
の展示スペースですが、本学の創立以来、
教育研究資料として長年にわたって蓄積
されてきた、日本と西洋の服飾美術品を
中心とする文化財を多数収蔵していま
す。今後、これらのコレクションを順次一般公開するとともに、企画展・
講演会・ワークショップの開催、博物館実習施設としての活動などを通
して、研究成果の社会への還元や教育研究の支援を行っていく予定です。

2　進路ガイダンス

　大学 3 年次、短大 1 年次の
前期に進路ガイダンスが始ま
り、就業意識を高めていきま
す。その後もガイダンスや各
種プログラムが随時開催さ
れ、自己理解や職業理解を深
めていきます。さらに、就職
活動が本格化する前に、書類作成や筆記試験、面接などの
選考対策の準備を進めていきます。

4　卒業生との懇談会

　本学は長い伝統を持
ち、多くの有為な卒業
生を世に送り出してき
ました。企業からも本
学出身者は高い評価を
受けています。そのよ
うな卒業生に、働くと
いうこと、企業のこと、
自身の就職活動、将来の希望などを、在学生に話していた
だいています。様々な業種、職種の卒業生の話を聞くこと
で就職活動の役に立てるとともに、キャリア設計の一助と
しています。

1　面談記録

　kyonet（学内webシステム）の中の一つの機能で、個々
の学生のさまざまな情報を学内の教職員で共有し、的確
な支援を行います。成績や授業の出欠情報などの授業関
係の情報だけでなく、所属サークル情報や就職活動情報
も記載されており、多面的に一人一人の学生を見ること
ができます。特に就職活動情報は、個別面談の際、情報
を確認しながら行うことで、初めて面接する担当者でも
すぐ本題の支援を行うことができ、大きな効果を上げて
います。 

3　キャリアカウンセラー

　本学就職進路課には資格を
持ったキャリアカウンセラー
が 3 名在籍しています。また、
専任職員が 8 名、求人票の入
力・掲示・kyonetでの発信な
どの事務を行っているスタッ
フも 4 名います。総計15名のスタッフが就職・進路支援
を一丸となって行っています。これは他大学と比較し、
学生数に対して非常に多くのスタッフでの対応となって
います。個別相談をするのに10日以上先の予約となる大
学が多いのに比べ、本学では早くに相談を受けることが
できます。
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Ⅺ　環境問題

Ⅻ　防災

5　省エネルギー

　教職員から成る省エネルギー推進委員会が、国や都によって定め
られた温室効果ガス排出基準値を上回らないよう、省エネルギーの
ための方策を検討し、実行しています。室温や照明の管理をする一
方、環境保全の必要性を全学生に訴えています。

4　雨水利用

　本学に隣接して
いる区道は大雨や
台風による冠水が
5 〜10年に 1 回く
らいの割合で発生
しています。その
ため、本館屋上の
雨水をそのまま公共下水道に流さずに、まず地
下に設けられた雨水貯水槽に流し込み、地域の
雨水流出抑制に貢献しています。それと同時に、
貯水槽に貯まった雨水を、塩素で消毒した後に
トイレの洗浄や冷温水発生器の冷却に使用する
などして、エコにも貢献しています。 

3　ビオトープ

　本館屋上の一隅に小規模ながら
ビオトープ（生物生息空間）があ
ります。池にはメダカ、ミナミヌ
マエビ、カワニナなどの水生生物
が住み、池の周りには季節ごとに
花を咲かせる約30種類の木や草が
茂り、トンボや蝶、セミなども飛
んできます。皇居の緑豊かな自然と都心のオフィス街を眼下に望む
ことができる屋上庭園は、学生が授業の合間や昼休みなどにリフ
レッシュできる憩いの場となっているとともに、屋上緑化による
ヒートアイランド現象の緩和にも寄与しています。

2　エコ照明

　本館西口通用門付近に
小さな太陽光発電のパネ
ルがあり、その傍の照明
はそれによって電力を供
給されています。とても
小さな規模ですが、ここ
を出発点として、エコへ
の取り組みを大きく発展
させてゆきたいと願って
います。  

1　環境学習

　近年、環境問題が大きくクローズアップされ、学校の社会的責任
としても取り組むべきテーマになっています。本学には環境に関わ
る授業が多くあり、また、正課外でもエコツアーや環境関連の講座
を実施しています。そのような取り組みをパンフレット「環境学習
への取組」にまとめ、環境問題への学生の意識を高めています。

2　緊急避難訓練

　授業時間中に災害が
起きたことを想定し、
学内に緊急放送をか
け、安全確認シートを
用いて学生を指定の避
難場所へ誘導する訓練
を実施しています。実
際に授業時間の一部を
使って訓練を行うため、防災訓練とは別に毎年実施して
います。当日は神田消防署からのご指導をいただいてい
ます。

1　防災訓練

　火災や地震等の災害に
備えて毎年訓練を行って
います。
　12月初旬に希望者を募
り、千代田区役所や神田
消防署の指導のもと、起
震車や煙ハウスの体験、
消火器、消火ホースの使い方、通報訓練、伝言ダイアルの
利用方法等を通じて、防災への経験と心構えを身につけま
す。また、学内の防災設備や備蓄倉庫等の見学も行ってい
ます。 

4　災害用備蓄品

　「学生 3 日分の確保として、乾パン、ビス
ケット、袋詰ご飯など、食品約 4 万食、水 4
万本、毛布およびレスキューシート約 5 千枚、
生理用品約 4 千個、簡易トイレ約 3 千個など
を常備し、キャンパス内数か所に分散し保管
しています。

3　防災設備

　消防法その他で定められている防災設備
を完備していることは言うまでもありませ
んが、その他に、例えば教室・研究室を含
む全室の非常用照明装置や本館地下のスプ
リンクラーなど、規定外のものも備えて万
全を期しています。
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�　国際交流

5　千代田区との防災協定締結

　千代田区との間で大規模災害時にお
ける協力体制に関する協定を締結して
います。区民等の安全確保のために神
田一ツ橋キャンパス 2 号館の一部を一
時的に条件付きで避難施設として提供
し、収容した被災者への 3 日分の備蓄
物資を提供する内容となっています。

7　災害時対応マニュアル

　大学では、災害発生時の緊急対応体制の準備をはじめ、さまざまな防災対策を行っています。しか
し、被害を最小限に抑えるためには、大学の対応は勿論ですが、学生一人ひとりの日頃からの心構え
が必要です。
　いざという時に慌てず落ち着いて必要な行動をとることにより災害から身を守ることができるよう
普段からの心がけも含めて「災害時対応マニュアル」を作成し、常に携帯するよう学生手帳に挟み込
み配布しています。

6　安否確認テスト

　大災害発生を想定して学生ならびに教職員の安否確認テストを行っていま
す。 3 月と 9 月の年 2 回、kyonet（本学の教育ネットワークシステム）を通
じて実施しています。できる限りの情報を収集することで、迅速かつ効率的
な対応策を取れるようにすることが目標です。また、安否確認の取れない学
生・教職員を特定することにより、kyonet以外の方法で連絡を取る道も開け
ます。いざ災害が起こった際に落ち着いて対応できるように、毎回、緊張感
をもって実施しています。

2　国際交流室

　国際交流活動全般を支援するために設けられています。常駐の 2 人の職
員が学生の相談相手となるなど、留学に関するサポートを行っています。
海外留学を考えている学生はここに足繁く通うことになります。また、海
外からの留学生にとっては、母国とつながっているように感じられる部屋
です。 

1　国際交流委員会

　海外経験の豊富な専任教員によって構
成される委員会で、海外との研究交流や
提携校との連絡・交渉、学生の長期留学
や海外研修の企画・選考などについて協
議します。

3　留学制度

　本学学生が海外の大学に留学する制度には、交
換留学、派遣留学、一般留学があります。
　交換留学は協定校とのあいだで留学生を交換す
るものです。派遣留学は、提携校へ学生を派遣す
ることに限定したプログラムです。一般留学は学
生が自ら留学先を選び、本学の許可を得て留学す
るものです。いずれも留学先の大学において修得
した単位のうち、申請して認められたものは卒業
要件に必要な単位として認定されます。

4　交換留学

　フランスのイナルコ大学（東洋言語文
化学院）、スイスのジュネーブ大学、お
よび中国人民大学と協定を結び、毎年数
名ずつを交換しています。双方の学費が
免除となり、宿舎については受け入れ側
が用意することになっています。本学へ
の留学生は学生寮「ナチュール杉並」で
一般の寮生と一緒に学生生活をエンジョ
イしています。

5　イナルコ大学（交換留学・フランス）

　17世紀に創立されたイナルコ大学は、語学教育において長年の実績を持つ大学で本学とは
毎年 2 名ずつの交換留学プログラムを実施しています。日本語学科を有し日本語、日本文化
研究の分野においてはヨーロッパでも最大級の教育・研究機関で、受入れの留学生は流暢な
日本語を話します。本学からの留学生はフランス語修得を中心とした研修を行います。

6　ジュネーブ大学（交換留学・スイス）

　ジュネーブは国連や赤十字などの機関が置かれて
いる国際都市で、フランス語圏ながら英語にも触れ
る機会が多い環境にあります。本学から派遣の交換
留学生のうち 1 名に、ジュネーブ大学からおよそ
9 ヶ月分の生活費に該当する奨学金（約100万円相
当）が支給されます。
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8　派遣留学（全学対象）

　本学は海外に留学生を派遣するためにアメリカ、カナダ、イギリス等の大学と提携
しています。これらの大学に半年ないし 1 年留学することができます。

9　アメリカ・セントラルワシントン大学（派遣留学・アメリカ）

　ワシントン州郊外の州立大学で、大
学のあるエレンズバーグは風光明媚
で、比較的治安も良いため暮らしやす
い土地柄です。本学学生の大半は大学
寮に滞在してUESLプログラムで語学
を学んでいます。UESLプログラムで
は能力別に 5 段階にクラス分けされま
す。レベル 5 の学生は条件付きで学部
授業の聴講が可能となり、文化人類学
や地理学、心理学などを学んで帰国しています。

10　ウィニペグ大学（派遣留学・カナダ）

　自然豊かなマニト
バ州の公立大学で、
本学学生は原則、全
期間ホームステイに
より滞在していま
す。3 学期制のため、
5 月上旬〜12月中旬まで、または 5 月上旬〜 3 月中
旬までのどちらかの期間を選択し留学しています。
Academic English Program の上級（レベル 5 ）に所
属する学生は学部の授業を履修することができます。

13　バーミンガムCIC（派遣留学・イギリス）

　CICはCollege for International Citizenship
（国際市民コレッジ）の略で、バーミンガム
市にあるアストン大学やバーミンガム大学な
どいくつかの大学プログラムが集まってでき
たユニークなプログラムです。前半に語学を
集中して学び、後半にはコアプログラムとし
て市民学や政治学などを学ぶ独自のスタイル
での授業が用意され、クラスごとに研究活動
やプレゼンテーションなどを行っています。

11　リーズ大学（派遣留学・イギリス）

　ヨークシャー
州リーズにある
国立大学で、イ
ギリス有数の歴
史と規模を誇り
ます。リーズは
工業と金融で知
られ、ロンドンにも比較的アクセスが良い活気
ある都市です。本学学生は英語力を伸ばす 
General English コース、あるいは語学留学後、
学 部 の 授 業 に 参 加 す る Study Abroad 
Programme を受講します。いずれの場合も、
応募に際し他の提携校に比べ高い語学レベルが
必要となります。

12　オックスフォード・ブルックス大学（派遣留学・イギリス）

　イギリスで最も有名な学園都市
オックスフォードにある私立大学
で、新設大学として長年トップク
ラスの評価を得ています。治安・
交通の便ともに良く、世界中の学
生が集まって多国籍文化を形成し
ています。派遣留学では、英語コー
スの場合、IELTSスコア4.5以上、またはそれに準ずるプレイスメ
ントテストでの合格が受講の条件となります。

7　中国人民大学（交換留学・中国）

　北京市内にある、人文・社会学系では中国トップクラスの大学で、広大なキャンパスには、
一つの町のように生活に必要な店や施設があり、安全な環境が整っています。本学から派
遣の交換留学生には中国人民大学から奨学金が支給され、宿舎も無償で提供されます。

15　国際交流奨学金

　本学には海外への留学制度推進のため、交換
留学、派遣留学、一般留学および海外研修のた
めの国際交流奨学金制度があります。この奨学
金は返還の必要はありません。交換留学および
規程留学奨学金は、 1 年間留学の場合、年間授
業料の半額分、半年留学の場合は、年間授業料
の 4 分の 1 を選考の上、給付します。海外研修
奨学金は 1 名あたり 5 万円を本学学業成績によ
り給付します。

16　櫻友会TOEIC奨励奨学金

　英語圏留学の成果に対し授与する給付型奨学金。TOEIC スコア700点以上の応募者の中から上位 4 名に、 1 名50万円
が櫻友会から給付されます。留学中の努力を奨励し、その成果を湛えるもので派遣者のレベルアップにも繋がります。

14　私費外国人留学生授業料減免制度

　本学に在籍し、経済的理由で修学が困難な私費外国人留学生に対
して、選考のうえ、授業料減免措置をとっています。
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19　北京大学（夏季海外研修・中国）

　中国の名門
大学である北
京大学が実施
する語学研修
に、本学学生
が参加する形
で実施してい
ます。緑に囲
まれた伝統的
な建築様式と近代的な建物が調和しながら混在するキャ
ンパスは燕園と呼ばれ、広大な敷地を誇っています。研
修中最初の 1 週間は、引率教員が同行します。

18　ハワイ大学カピオラニカレッジ（夏季海外研修・アメリカ）

　アメリカ研修開始から約15
年間、アイビーリーグのペン
シルベニア大学で実施し、以
降はハワイのカピオラニカ
レッジにおいて、ここ数年30
名程度の学生を派遣していま
す。

20　アンジェ西部カトリック大学（夏季海外研修・フランス）

　アンジェはフ
ラ ン ス 西 部 の
メーヌ川河畔に
位置する可愛ら
しい雰囲気の街
です。研修中は
スタッフにより
きめ細やかにサ
ポートされ、ホ
スピタリティあふれる大学院生が生活をともにすることで
参加学生との交流を行っています。語学講習終了後のパリ
への小旅行も大変魅力的です。

17　夏季海外研修（全学対象）

　本学の夏季研修は、英語圏（アメリカ・ハワイカピ
オラニカレッジ）、中国語圏（北京大学）、フランス語
圏（フランス・アンジェ西部カトリック大学）で実施
しています。それぞれの語学を中心として、その国の
文化を幅広く学ぶと同時に、現地の大学生や市民との
交流を通じて国際親善にも努めています。

21　春季海外研修（全学対象）

　学生の希望者を募って、春季休暇中に語学を中心とした研修を行っています。春季休暇は気候もよく、授業からの制約
もないので、海外研修にはうってつけです。今後、研修先を増やすことを検討しています。

22　クイーンズランド大学（春季海外研修・オーストラリア）

　自然豊かなブリスベン郊外にあるオーストラリア屈指の名門大学で、春季休
暇を利用して行う 3 週間のプログラムです。本学の提携校でもあり、毎年40名
弱の学生が参加しています。滞在は、全期間ホームステイで授業以外にもファ
ミリーと英語でのコミュニケーションをとることができ、大変人気のプログラ
ムです。

23　海外インターンシッププログラム（上級者用プログラム）

　オーストラリア・クイーンズランド大学において、前半は集中的に語学力の向上を図り、語学力が
規定のレベルに達したところで、インターンシップに参加します。インターンシップの派遣先は観光、
行政、教育など多種多様であり、授業内で職場での実用的なスキルについて事前に学ぶことができ、
就職活動に向けても貴重な体験といえます。応募には、通常より高いレベルの基準が設けられており、
この留学の派遣者には規程留学奨学金が給付されます。
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24　ペンシルべニア大学協定校派遣留学（上級者用プログラム）

　アメリカ・アイビーリーグの名門ペンシルべニア大学への留学プログラムで、応募には通
常より高いレベルの基準が設けられています。この留学プログラムの派遣者には、本学とペ
ンシルベニア大学の協定に基づき、現地授業料が一部減額されるほか、本学規程留学奨学金
が給付されます。

25　国内留学プログラム　－ブリティッシュヒルズプログラム【宿泊型】

　広大なブリティッシュヒルズの教育施設において、英語＋体験型の生きた英語を学び
ます。レッスンの合間にはヒルズ内で講師とともにアクティビティを体験するなどたく
さんの工夫が施されており、アフターヌーンティや英国式テーブルマナーも体験するこ
とができます。

28　国際交流チューター制度

　学生を募り、海外からの留学生の手
助けをしています。チューターは、前
述の日本語プログラムを更にサポート
するための日本語サポートチューター
と、生活全般を支援するキャンパスサポートチューターの 2 つに分
かれます。日本語サポートでは、読み書きを中心に漢字やことわざ
を習得するための練習問題などを行い、キャンパスサポートでは、
定期券購入に始まり、サークルへの加入、履
修相談、学外での文化活動など、留学生が
快適な留学生活を送ることができるように
学業、生活の両面から支えています。これは
本学の学生にとっても異文化交流の機会と
なり、視野を広げるうえで役立っています。

27　日本語教育プログラム

　日本語力のまだ不十分な
交換留学生や特別留学生な
どの短期留学生に対し、日
本語教育の支援プログラム
を提供しています。日本語
講師による文法、文章表現、
新聞記事の読解などの授業
を行い、最終的には日本語
でプレゼンテーションができるようになるよ
う、きめ細かな支援を行っています。 

29　留学生懇談会

　 5 月 に 歓 迎 を 兼 ね
て、海外からの留学生
と一般学生が学生食堂
で交歓会を催します。
授業などで留学生と関
わりの深い教員も多数
参加します。本学は留
学生との間に国際情勢
に左右されない確固と
した友情を築き上げる
よう努めています。 

30　KJE（Kyoritsu	Japanology	in	English）

　KJEは、海外に住む女子大学生または女子大学
院生（現在日本の大学に留学中の学生、海外大学
をすでに卒業した方を含む）を対象とした、日本
の文化を英語で学べるプログラムです。文学、社
会、国際貢献、美術、環境、歴史などの日本の教
養に加え、音楽、華道、筝曲、茶道、狂言、能、
マンガ、アニメなど様々な日本文化を体験するこ
とができます。

26　国内留学プログラム　－国内英国留学	in	Kyoritsu【通学型】

　費用面、安全面を配慮し参加しやすい環境の中で英語漬けの 6 日間を過ごします。短期集中型
プログラムで実社会においても有益なスキルを磨きます。最終日の修了式では参加者全員がプレ
ゼンターションを行い 6 日間の成果を発表します。

31　外国人科目等履修生

　外国人が日本に関する授業や本学独自の魅力ある授業を数科目単位で履修することができ、積極
的に受入れています。2014年度はスイスチューリッヒ大学、サウジアラビアからそれぞれ 1 名受入
れ、2015年度 9 月からは同大学より 2 名の科目等履修生を受入れました。他大学に在籍する留学生
や日本に在住する社会人も本学で学ぶことができます。
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32　フルブライト訪問団

　毎年 6 月にアメリカのフルブライト日米教育委員会の代表者（約10
名）が本学を訪問し、本学の理事長、学長、学部長、科長、国際交流
委員長等と、国際交流やグローバル教育のあり方について意見交換し
ます。およそ20年前から続いています。席上で、本学の教育について
踏みこんだ質問が出されますので、本学としても大いに参考になりま
す。代表者の方々はキャンパスを回って、授業を見学したり、学生食
堂で学生たちと（もちろん英語で）懇談したりして、本学で過ごす時
間をエンジョイしています。

33　『共立インターコム』

　 国 際 交 流 の た め の 機 関 誌 Kyoritsu 
Intercomを毎年発行しています。これによっ
て本学の留学制度、国際交流活動の紹介を
行っており、本学在学生の保護者および全国
の高等学校へ送付しています。在学生にとっ
てもより現実的に留学を検討できるきっかけ
となっています。将来的にはこれを通じて留
学経験のある卒業生ともリンクし、情報を共有・交換することで、
本学を目指す高校生、在学生、そして卒業生など、各世代が連携
した国際交流活動を推進したいと思っています。

34　中国

　本学は早くから中国との交流
の重要性に着目し、1991年の東
北電力学院を皮切りに、東北師
範大学、北京大学、北京清華大
学、西安交通大学など、計10大
学と協定を結んできました。こ
れまで、留学生や教職員研修団
の派遣、訪問団の受け入れ、共同研究など、地道
な交流を重ねてきました。これからも中国との絆
を大切にしてゆきたいと考えています。 

36　インドネシア

　2013年 9 月、文芸学部教授が
インドネシアのマラナタキリス
ト教大学で能面の作品展と仮面
文化に関するワークショップを
開催、翌年には本学において仮
面展覧会が開催されました。「ワ
ヤン」と呼ばれる曼荼羅画はイ
ンドネシアの神話をもとに作られており、本学と
マラナタキリスト教大学との交流が協定を前提と
して深まりつつあります。

35　ベナン共和国

　2006年 7 月に西アフリカのベナン共和国大統
領ご夫妻が本学を訪問されたことから、本学と
ベナンとの親交が始まりました。それ以後、毎
年、ベナンから留学生を迎えています。　2012
年 3 月、本学は特使として本学のフランス人教
授ほか数名をベナンに派遣し、歓迎を受けまし
た。2013年 7 月には本学において駐日ベナン大
使夫人（本学へのベナンからの最初の留学生でもありました）の
講演、およびベナンのプロ演奏家によるジャンベ（西アフリカの
民族楽器の太鼓）の演奏が行われました。

�　社会との連携

2　公開講座

　本学では昭和56年以来、毎年実施しています。現在、神田一
ツ橋キャンパス、八王子キャンパス、研修センター杉並寮の 3
会場で実施しています。高等教育機関としての大学の知的財産
を活用した講座を通して、地域へ、また広く社会へ貢献したい
と考えています。

1　共立講堂

　後に東京タワーを設計し
た内藤多仲氏の設計によ
り、昭和13年に落成しまし
た。戦前はもとより、戦後
も日比谷公会堂と並んで音
楽公演のメッカでした。共
立講堂で公演した国内外の有名演奏家は数知れませ
ん。年配の方々にとっては若いころの幸福な思い出
に繋がる場所です。昭和31年に全焼しましたが、翌
32年に再建されました。平成19年の改修工事にあ
たっては、昭和13年当時にできるだけ近い状態とな
るように配慮されました。現在は一般への貸し出し
は行っていませんが、本学主催の講演会その他の催
し物には学外から大勢来られて、「文化財」と言っ
てもいい共立講堂での時間を楽しんでおられます。

3　活字文化特別セミナー

　毎年秋に行われる「神保町ブック
フェスティバル」に合わせて、読書
や活字文化に関わるテーマを設定し
て、読売新聞社と共催で、講演会や
シンポジウムを共立講堂で行ってい
ます。本学教員および本学学生がシ
ンポジウムに参加することが近年の通例となっています。 
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5　映画テレビ撮影協力

　テレビドラマや映画の撮影に施設を貸し出しています。本学の施設に
は新しい部分と比較的古い部分とがありますが、その両方が関係者の
方々には魅力的に映るらしく、貸し出しは頻繁です。大学名がクレジッ
トとして表記されることによるPR効果だけでなく、在学生、卒業生が
本学への親しみをより強く感じられることにも繋がっています。また授
業の一環として、本学学生が撮影現場を見学することもあります。 

6　パープルリボンプロジェクト

　「パープルリボン
プロジェクト」とは、
国際的な女性に対す
る暴力根絶運動で
す。「千代田区男女
共同参画センター」では、DV（ドメス
ティックバイオレンス）など、女性に対す
る暴力や虐待などをなくす運動に取り組ん
でいます。本学では、この運動に参画し、
台紙に学生一人ひとりがパープルリボンを
貼り付けて大きな花や模様を形づくる啓蒙
ポスターを作成するなど活動に協力してい
ます。小さな取り組みから人権意識の啓発
へと繋がるように意図しています。 

4　ボランティア情報コーナー

　本学は学生のボランティア活動を奨励しています。キャンパス内にボ
ランティアコーナーがあり、教員から成るボランティアセンター運営委
員会によって運営されています。ボランティア活動に意欲のある学生が
利用しています。

8　地域連携委員会

　本学には主として教員から成る「地域連携委員会」があり、
地域との連携を協議し、実践しています。千代田区との連携
は言うまでもないこととして、近隣地域には古書店・新刊書
店・出版社等が集まる本の街の神保町、秋葉原周辺の電気店
街、明治39年まで日本の中心的鉄道であった甲武鉄道の万世
橋駅前として栄え今でも老舗店舗が残る淡路町・須田町老舗
街、御茶ノ水周辺の楽器店街、小川町のスポーツ用品店街な
どの産業集積や各地域に商店街があり、それらと連携して、
それぞれの行事への協力、ボランティア学生の派遣などを行
う一方、本学の行事へも積極的な参加を促しています。

7　立地との関わり

　本学は明治19年（1886年）に創設され、その翌年にここ神田一ツ橋地区に移って以来、
この地で教育活動を展開してきました。地域に根づいた大学としては最も古いと言えま
す。近代的かつ躍動的なビジネス街のただ中にありながら、皇居平川門と神田古書店街
までそれぞれ徒歩数分、武道館と秋葉原電気店街までそれぞれ徒歩20分という「地の利」
に象徴されるように、本学は伝統と革新の双方を見据えながら活動しています。この地
を守ることこそ、本学独自の取り組みの原点に位置するものです。本学は「地域の大学」
としての栄誉と責任をこれからも担い続ける所存です。

10　千代田学

　千代田学は、区内の大学が、千代田区に関する様々な事象を一つの学問として学ぶというものです。東京の中心である
千代田区の歴史と文化を再確認し、さらに発展させるために、千代田区が企画・提唱しました。創立以来130年にわたっ
て千代田区で教育・研究を行ってきた本学はその趣旨に深く共鳴し、毎年これに応募し、採択されて、千代田区関連の調
査・研究に取り組んでいます。その成果はさまざまなかたちで学生にも及び、本学で学ぶ意義をいっそう明確なものにし
ています。

9　東京オリンピック・パラリンピック

　本学は2020年の東京
オリンピック・パラリ
ンピックを国際親善促
進の重要な機会と捉
え、全学を挙げてこれ
に協力する態勢を整え
ています。学内で英語
ガイド、中国語ガイドの養成をする一方で、地域社会
で中国語講習会を催すなど、大学として成しうること
を模索しながらこれに全力で当たるつもりです。
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�　卒業生との連携

2　共立生涯メール

　教職員が相互の連絡や資料
の受け渡しに利用している
メールを共立Gメールといい
ますが、希望した卒業生も参
加することができ、それを特
に「共立生涯メール」と呼ん
でいます。学校から卒業生へ
の「お知らせ」に利用するな
ど、今後の活用が見込まれて
います。 

1　『共立女子学園報』

　共立女子学園の広報紙『共立女子学園報』（年 2 回発行）
は各回約10万部が発行されますが、そのうち 7 万部超を卒業
生向けに発送しています。他は在学生や全国の高等学校、企
業などに送付し、また、オープンキャンパスで本学を訪れた
受験生にも配布しています。
　学園報を通じて、本学園の多くの関係者の方々に、本学の
活動状況や教育ヴィジョンをご理解いただきたいと願ってい
ます。
　時々、卒業生から励ましの言葉や母校への愛着のこもった
便りが寄せられます。

3　櫻友会

　本学の同窓会組織です。全国各都道府県に支部を持っています。学生は入学と同時に学生会
員として櫻友会に入会し、卒業後は正会員となり、櫻友会を通じて本学とのつながりを保つこ
とになります。全国各地で講演会を主催し、卒業生のみならず、学生のご家族や一般の方々に
もお聴きいただいています。
　明治39年創刊の機関誌『桜の友』は戦中・戦後の休止期間の後に復刊され、復刊後すでに60
号を超えました。卒業生・在学生に配布しています。

4　教員免許状更新講習

　平成19年 6 月の改正教育職員免許法の成立により、平成21年 4 月
1 日から導入された教員免許更新制。本学では、卒業生サービスの
一環と位置づけながら、卒業生以外の受講希望者をも受け入れるこ
ととして、制度導入初年度から開講し、教職課程を有する大学の社
会的責務を果たしています。

45



2017

285

 共立女子大学・共立女子短期大学
〒101-8437　東京都千代田区一ツ橋 2-2-1　Tel.03-3237-2838
発行：共立女子学園  総合企画室

共立女子大学・共立女子短期大学

独自の取り組み

  独
自の取り組み




